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富友会総会についてのお知らせ
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　今年の富友会総会は、コロナウイルス感染防止のため、下記の通り規模を
縮小して行うことになりました。ご理解をよろしくお願いいたします。

１　日　時　　令和３年10月16日（土）　13時30分受付　14時開会

２　会　場　　富士市交流プラザ　多目的ホール

３　総　会　　規模を縮小し、役員及び各年次の代表（常任幹事会のメンバー
等）により、議案審議をお願いします。

４　講演・演奏会等
         富士高創立100周年記念プレイベント（後日You Tube等で動画配信）
　　　　⑴  創立100周年記念ソング披露
　　　　　　「学び舎」「はじまりの鐘」…結花乃さん（同窓生シンガーソングライター）
　　　　⑵  記念講演
　　　　　　「女性が拓く未来社会」…高校32回野村浩子さん（ジャーナリスト）

５　懇親会　　　　　　本年度は、中止します。 

担当幹事　：　高校32回、37回、42回、47回
問 合 先　：　高校32回　増田吉則　yoshinori1masuda@pref.shizuoka.lg.jp

イチ
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富友会　幹事長　　小池　智明（高29回）
クレジットも使えます！　「富友会会費」と「創立100周年記念寄付金」納入

　「『巻頭言』でいきなり金の話とは何事だ！」とお怒り、お叱りの声が聞こえてきそうですがお許しく
ださい。
　本年度から、「富友会・クラブ後援会」の年会費（１口3,000円）の納入が、スマホや自宅のパソコン
からクレジットカードで納入できるようになりました。
　皆様、富士高の同窓会であるこの「富友会」の会員は、何人位いるかご存知でしょうか？
　富士高は大正14年に旧制富士中として創立して以来、累計30,000人（正確には、令和３年３月まで
で29,964人）の卒業生を数えますが、亡くなった方、住所が不明の方等を除いて、毎年、約20,000名
の同窓生に、この「会誌」と「会費納入の振込用紙」を送っています。
　一方、年会費を納入いただいている方は1,000名余で、納入率を数字で示すと、約５％にとどまって
いる状況です。
　このままでは、近い将来この会誌の印刷・発送すら難しくなりそうです。
　そこで来年の創立100周年記念事業に合わせ、「年会費」と「記念事業への寄付金」を、いつでも、
どこでも、いくらでも可能な「クレジット払い」ができるようにしました。
　こちらのＱＲコードを読み込み「富士高創立100周年記念事業特設サイト」に入り、
「年会費・寄付金について」からお手続きをお願いいたします。
　もちろん、これまで通り郵便局あるいはコンビニでの払い込みも可能です。
　お金の話はここまでです。
　100周年記念事業は、富友会、学校・生徒、関係団体などが「百尺竿頭　～高みに向かって一歩前進
～」をテーマに、これまでの100年を振り返るとともに、皆で祝い、新たな100年のスタートを誓い合う
ことを目的にしていますが、富友会幹事長の私としては、もう一つ大きな目論見があります。
　100周年を機にした「同窓会（富友会）組織の確立・強化」です。
　これまでの富友会は、我々の先輩方が多くのご苦労の上で組織を運営してきましたが、つい最近まで
は、現在の45歳位より若い皆様の学年には、学年幹事が明確に存在せず、さまざまな連絡・案内がつ
かない状況でした。
　今回の100周年に備え、昨年から全ての学年に学年幹事を立てていただくようにしました。
　その上で、学年幹事の皆様が中心になり、クラス幹事を選出し、クラス単位のLINE等による連絡網を
作っていただければと考えています。
　できればクラス会や学年同窓会を開催いただき、100周年を同窓生がいろいろなグループでお祝いで
きれば良いのですが…（新型コロナで、まだ難しいでしょうか？）
　学年幹事の皆様方には、ご苦労をおかけいたしますが、是非ご尽力をお願いいたします。
　またそのためにも、「富士高創立100周年記念事業特設サイト」を活用し、Facebook、LINE等のSNS
で更に同窓生のネットワークを広げていっていただければと思います。
　県外等にお住まいの同窓生の方々には、こんな時期ですので故郷への帰省もままならないかと存じます。
　しかし皆様、まずは「富士高創立100周年記念事業特設サイト」で母校・富士高の匂いを感じてください！！

巻　頭　言
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　毎年夏になると或る人のことを思い出す。今から14年前2007年７月19日鬼籍に名を連ね
た河合隼雄さんのことである。
　亡くなる１年前の８月の暑い日、当時文化庁長官だった彼はマスコミから集中攻撃を受け
るなか突然脳梗塞で倒れた。彼が長官就任より30年以上前に発掘、保存修復管理されていた
はずの「高松塚古墳の黴の発生事故」の責任をとり謝罪会見周りのさなかだった。
　その年（2006年）の９月に富士市のロゼシアターで「文化庁長官　河合隼雄 講演会」を企
画していたがすべて中止となった。私が企画したもので大量に印刷したチラシはまだ捨てら
れずにそのままとってある。
　さて「今に時を戻そう」（お笑いで流行っている言い回し）まさに現代社会は情報を発信す
ること、情報を入手することについてスピードを重要視するためか、ある事象に関してまた
はある人物の発言の言葉一つから我々が結論的に判断してしまい、受け取る側が勝手に白だ
黒だと決めつけてしまう傾向が大いにある。我々一般市民もそうだが特にマスコミにその傾
向が強く、常に物事をセンセーショナルに報じる傾向があるように思う。
　河合隼雄さんの著書「心の処方箋」の中で彼曰く「心の中のことはだいたい49対51ぐらい
で勝負がついていることが多い」とのこと。我々もいろいろな場面で悩み判断し実行するこ
との繰り返しで日日生活しているが、私自身もそこに心の葛藤があるということは最終的に
49対51ぐらいで決断しているように思う。「最後には51側の結果ばかりが本人の中でも大
きくなり、ぎりぎりの勝負だったはずが０対２ぐらいの差で決まってしまったように感じる
傾向がある。サッカーで言えば０対２は大差の勝負であるが人の心は違う」と、49をもっと
大切にしていかなければと思う。
　こんなことを考えていると小池君からメールが入ってきた。小池君は富友会の幹事長で高
校29回卒の同級生である。幹事長の「巻頭言」（富友会誌の最初のページ）についての連絡
だった。100周年記念のことを書くので内容が重ならないようにとのこと。
　そうそう来年（2022年）は富士高創立100周年の年、記念事業やら記念誌、記念式典その他
もろもろ大変な準備作業の中日々過ごしておりますが、私にとって一番の仕事は100周年の
記念事業向けの寄付金集め、かなりの金額を集めなければなりません。
　富友会会員の皆様、お世話になった富士高の100周年にご寄付をお願いします。「俺は富士
高になんか世話になっていないよ！」　という方こそお願いします。富士高そのものがあっ
たから仲間ができ、そこに青春があったんだと思いますよ。それといろいろな判断の時に49
のことを大切に。

49対51の勝負

富友会　会長　舩村　雅彦（高29回）
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　富友会の皆様には、益々御健勝にて御活躍のこととお喜び申し上げます。また、平素より母
校に対する深い愛情とともに、本校の教育活動に対しまして御支援と御協力をいただいており
ますことに、心から感謝申し上げます。
　本年４月より、静岡市立高校より転任してまいりました。その前は伊豆半島の県立熱海高校
で勤務しており、校長として２度目の東部地区となります。微力ながら本校のさらなる発展の
ため、全力を尽くそうと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。
　昨年度後半、新型コロナウィルスの感染拡大に一定の歯止めがかかり、平常の学校生活が我々
の手に戻ってきた感がありましたが、新年度に入り第四波が全国的に拡大の傾向を見せ、現場
では様々な教育活動に制限が加えられています。そんな中、今年度の富嶽祭は一般公開を中止
とせざるを得ず、文化の部・体育の部とも在校生のみで実施することとなりました。理想的な
形とは言えないまでも、学校行事を心待ちにしている生徒たちのため、最善の形は整えてあげ
たいと考えています。現在は感染症対策を万全に施した上で、新しい生活様式下での実施可能
なスタイルを、生徒会の生徒とともに模索しているところです。現状を悲観することなく、前
向きにチャレンジしている生徒たちをぜひとも応援していただくよう、お願いいたします。
　さて、本校に赴任して１か月近くが経ちましたが、様々な場面で思いやりや自主・自律の気
概が感じられる生徒の姿を目にしました。本校では「社会の発展に寄与するために、主体的に
学び続ける人材を育てる」という教育目標を掲げています。生徒たちの様子は、まさにこうし
た理念を体現したものであり、非常に頼もしく思っています。その中から、印象的な場面をい
くつか、富友会の皆様に紹介させていただきます。
　赴任して間もなく、新聞部の生徒が「新任の先生方を富士高生に紹介したいんです」と、校
長室を訪ねて来てくれました。取材は10分ほどの簡単なものでしたが、そのわずか数時間後に
再び校長室を訪れた生徒たちが、刷り上がったばかりの速報版を渡してくれました。その行動
力や能力の高さに驚かされると同時に、新任者に一日も早く学校に馴染んでもらいたいという
生徒たちのおもてなしの心が感じられ、とても嬉しい気持ちになりました。年度当初に予定さ
れていた新入生歓迎のセレモニーでは、全校生が一堂に会してという形がとれない代わりに、
各部活の生徒が事前に時間をかけて動画を作成し、リモートで新入生たちに披露してくれまし
た。完成度の高い素晴らしい出来もさることながら、上級生の温かい気持ちが新入生にも確実
に伝わった気がします。インターハイの東部地区予選では多くの部活が接戦をものにして県大
会への出場を決めました。また野球部も春の大会で強豪校を撃破し、県大会出場を果たしまし
た。こうした戦績だけでも十分立派ですが、野球部員たちは、毎朝、校門周辺を自主的に清掃
してくれています。
　こうした生徒たちの姿は、長い歴史の中で富友会の皆様が築き上げてきた伝統であると確信
しております。皆様御存知のように、本校は来年、創立100周年を迎えます。来るべき記念の
時に向け、小室前会長・舩村会長を中心とする記念事業実行委員会の方々が、連日のように会
合を開催し、多岐にわたる準備に精力的に取り掛かって下さっています。この記念事業は、富
士高校の良さを内外にアピールする絶好の機会です。全ての富友会の皆様のお力を結集して、
関係各位の心に残る周年行事が実現できれば、校長としてこれほど嬉しいことはありません。
今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

御　挨　拶

校　長　杉山　　禎
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　昨年８月の総会で２期８年務めさせていただいた富友会会長を退任したこと、本誌をお借
りして報告するとともに富友会の運営について会員皆様にご支援ご協力をいただいたこと
に改めて感謝しお礼申しあげます。新任の舩村雅彦会長そして小池智明幹事長は共に29回
卒、富友会執行部が10歳若返ったことが何よりのことと思っており、今後の活躍に期待する
ところ大であります。
　なお、私は100周年事業の委員長は引き続き務めさせていただくので改めてよろしくお願
いいたします。
　タイトルの【百尺竿頭～高みに向かって一歩前進～】は在校生が択んだ100周年事業のス
ローガンです。一昨年・昨年この富友会誌に100周年のことを取り上げて多くの卒業生の
方々に令和４年に母校は創立100周年を迎えることをお伝えしてきました。富友会・学校後
援会・クラブ後援会・PTAそして学校当局のオール富士高で実行委員会を結成し事に当たっ
てきておりますが、在校生自身の参画こそが100周年記念の意義を高めるのではないか、と
のごもっともな意見をいただき記念事業には随所に在校生が登場してきます。そうした中よ
うやく事業概要も固まってきましたので、今般富友会令和３年度総会案内・会誌・年会費納入
通知書とともに100周年記念事業としての取り組み、そしてそれを実現させるための募金趣
意書と郵便振込用紙を送らせていただきますのでよろしくご理解とご協力をお願いいたし
ます。
　記念事業を簡単に紹介します。①生徒の学習環境整備（机・椅子、自習室整備、ちなみにこれ
らは在校生からの希望によるものです）②記念誌発行（すべての学年から寄稿）③100周年特
設ウエブサイト開設（国内外へ情報発信）④記念式典（令和４年11月）他であります。このこ
とに対する予算額は8,900万円（内7,000万円寄付金対応）でありまして、２万人余の富友会
諸氏へ寄せる期待は大なるものです。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、100周年のことについては３代の校長先生が関わってくれています。前々校長の杉
山洋一先生は100周年にあたってグローバル人材育成事業としてボストン・ニューヨークへ
の短期留学を提案してくれ教師による下見まで行い実現化に向けてくれたがコロナ勃発で
断念。前校長の篠宮晋士先生は前任の藤枝西高での100周年事業を参考に、と何度もプレゼ
ンをしてくれそれをもとに富士高100周年事業（案）が策定できました。その篠宮校長は本年
３月に異動が決まった時、富士高100周年を見届けたいので今後も手伝いますよ、と言って
くれたのに・・・３月26日に急逝！ただただご冥福をお祈りするところです。そして本年４
月に着任された杉山禎校長先生、早速校内外のまとめに邁進してくれていて頼もしい限りで
す。100周年、やはり学校あってのことと思いながら実行委員長として頑張ってまいります
ので重ねてよろしくお願いいたします。

百尺竿頭！ 100周年に結集を

富士高創立100周年記念事業実行委員長　小室　直義（高19回）
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を

　
　
　
　
　
　

愚
か
に
紡
ぐ　

三
十
一
文
字
〉

　

中
学
・
高
校
時
代
で
ま
ず
頭
に
浮
ん
だ
の
が

先
生
方
の
字
名
で
あ
る
。
そ
れ
は
入
学
と
同
時

に
上
級
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
も
の
で
、
各
先
生

方
の
特
徴
を
言
い
当
て
て
妙
で
あ
り
、
敬
愛
や

親
密
の
情
を
持
っ
て
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。

《
字
名
》

＊
学
校
長　

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
に　

ス
テ
ッ
キ
を

　

白
き
手
袋　

英
式
紳
士

１
）
ガ
ン
ジ
ー
に　

似
た
る
風
貌

　
　

学
校
長　

朝
礼
所
感　

小
一
時
間
も

広
野
先
生
│
英
語

２
）
恩
ち
ゃ
ん
は　

真
冬
に
裸
足
で

　
　

砂
利
道
を　

痛
さ
脳
突
く　

戦
時
の
体
操

恩
田
先
生
│
体
操

３
）
ゴ
リ
ち
ゃ
ん
は　

風
体
ゴ
リ
ラ
に

　
　

よ
く
似
た
り　

美
術
の
先
生　

素
描
を
習
う

阿
部
先
生
│
美
術

４
）
ゴ
マ
ち
ゃ
ん
は　

ご
ま
塩
頭　

国
文
法

　
　

る
・
ら
る
・
す
・
さ
す　

リ
ズ
ム
に
乗
せ
て

鈴
木
先
生
│
文
法

５
）
フ
グ
さ
ん
は　

数
学
教
師　

河
豚
に
似
て

　
　

名
前
ま
で
も
が　

数
字
で
八
十
八

谷
先
生
│
幾
何

６
）
キ
ャ
ベ
ツ
と
は　

も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
頭

　
　

漢
文
の　

起
承
転
結　

絶
句
に
律
詩

水
野
先
生
│
漢
文

７
）
英
語
を
ば　

イ
ー
ゴ
と
訛
る　

新
兵
器

　
　

茨
城
弁
で　

代
数
教
え
る青

塚
先
生
│
代
数

８
）
ラ
ジ
さ
ん
は　

お
寺
の
住
職　

経
の
ご
と

　
　

奥
の
細
道　

唸
り
て
講
ず武

内
先
生
│
古
文

９
）
ス
ケ
ソ
ウ
の　

軍
事
教
練　

手
に
銃
を

　
　

匍
匐
（
ほ
ふ
く
）
前
進　

突
撃
ラ
ッ
パ

望
月
教
官
│
教
練

10
）
五
味
さ
ん
は　

退
役
将
校　

何
事
も

　
　

て
き
ぱ
き
物
言
う　

英
語
の
教
師

五
味
先
生
│
英
語

11
）
ギ
ャ
ボ
さ
ん
は　

化
学
の
教
師　

禿
げ
頭

　
　

蛍
と
逆
に　

頭
で
光
る

深
沢
先
生
│
化
学

12
）
モ
ズ
さ
ん
は　

ボ
ル
サ
リ
ー
ノ
が

　
　

よ
く
似
合
う　

キ
ー
キ
ー
叫
ぶ　

新
任
教
師

原
田
先
生
│
体
育

13
）
ギ
ャ
ン
グ
と
は　

恐
ろ
し
き
字
名

　
　

根
は
優
し　

怒
る
形
相　

皆
一
歩
引
く

佐
藤
先
生
│
体
育

14
）
数
学
ほ
ど　

易
き
も
の
な
し
と

　
　

朝
ち
ゃ
ん
は　

お
だ
て
上
手
で　

数
学
好
き
を

渡
辺
先
生
│
数
学

15
）
邦
ち
ゃ
ん
は　

新
し
も
の
好
き　

体
育
教
師

　
　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や　

炭
坑
節
を

川
島
先
生
│
体
育

16
）
地
質
学　

吉
田
の
爺
ち
ゃ
ん　

好
々
爺

　
　

地
下
足
袋
履
い
て　

テ
ニ
ス
し
に
来
る
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随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
苦
駄
乱
雑
気
苦
駄
乱
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

井　
　
　

亘

（
中
二
十
一
回
・
高
一
回
）

〈
勿
忘
草　

胸
に
根
付
い
て　

枯
れ
も
せ
ず

　
　
　
　
　
　

水
も
や
ら
ぬ
に　

美
し
き
花
〉

　

私
は
詩
人
で
も
な
け
れ
ば
、
歌
人
・
俳
人
で

も
な
い
。
多
情
多
感
な
青
春
時
代
、
心
を
過
ぎ
っ

た
よ
し
な
し
こ
と
を
叙
事
的
に
、
短
歌
形
式
で

平
易
な
言
葉
で
紡
い
で
み
る
。

〈
下
ら
ん
と　

思
う
心
の　

端
々
を

　
　
　
　
　
　

愚
か
に
紡
ぐ　

三
十
一
文
字
〉

　

中
学
・
高
校
時
代
で
ま
ず
頭
に
浮
ん
だ
の
が

先
生
方
の
字
名
で
あ
る
。
そ
れ
は
入
学
と
同
時

に
上
級
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
も
の
で
、
各
先
生

方
の
特
徴
を
言
い
当
て
て
妙
で
あ
り
、
敬
愛
や

親
密
の
情
を
持
っ
て
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。

《
字
名
》

＊
学
校
長　

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
に　

ス
テ
ッ
キ
を

　

白
き
手
袋　

英
式
紳
士

１
）
ガ
ン
ジ
ー
に　

似
た
る
風
貌

　
　

学
校
長　

朝
礼
所
感　

小
一
時
間
も

広
野
先
生
│
英
語

２
）
恩
ち
ゃ
ん
は　

真
冬
に
裸
足
で

　
　

砂
利
道
を　

痛
さ
脳
突
く　

戦
時
の
体
操

恩
田
先
生
│
体
操

３
）
ゴ
リ
ち
ゃ
ん
は　

風
体
ゴ
リ
ラ
に

　
　

よ
く
似
た
り　

美
術
の
先
生　

素
描
を
習
う

阿
部
先
生
│
美
術

４
）
ゴ
マ
ち
ゃ
ん
は　

ご
ま
塩
頭　

国
文
法

　
　

る
・
ら
る
・
す
・
さ
す　

リ
ズ
ム
に
乗
せ
て

鈴
木
先
生
│
文
法

５
）
フ
グ
さ
ん
は　

数
学
教
師　

河
豚
に
似
て

　
　

名
前
ま
で
も
が　

数
字
で
八
十
八

谷
先
生
│
幾
何

６
）
キ
ャ
ベ
ツ
と
は　

も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
頭

　
　

漢
文
の　

起
承
転
結　

絶
句
に
律
詩

水
野
先
生
│
漢
文

７
）
英
語
を
ば　

イ
ー
ゴ
と
訛
る　

新
兵
器

　
　

茨
城
弁
で　

代
数
教
え
る青

塚
先
生
│
代
数

８
）
ラ
ジ
さ
ん
は　

お
寺
の
住
職　

経
の
ご
と

　
　

奥
の
細
道　

唸
り
て
講
ず武

内
先
生
│
古
文

９
）
ス
ケ
ソ
ウ
の　

軍
事
教
練　

手
に
銃
を

　
　

匍
匐
（
ほ
ふ
く
）
前
進　

突
撃
ラ
ッ
パ

望
月
教
官
│
教
練

10
）
五
味
さ
ん
は　

退
役
将
校　

何
事
も

　
　

て
き
ぱ
き
物
言
う　

英
語
の
教
師

五
味
先
生
│
英
語

11
）
ギ
ャ
ボ
さ
ん
は　

化
学
の
教
師　

禿
げ
頭

　
　

蛍
と
逆
に　

頭
で
光
る

深
沢
先
生
│
化
学

12
）
モ
ズ
さ
ん
は　

ボ
ル
サ
リ
ー
ノ
が

　
　

よ
く
似
合
う　

キ
ー
キ
ー
叫
ぶ　

新
任
教
師

原
田
先
生
│
体
育

13
）
ギ
ャ
ン
グ
と
は　

恐
ろ
し
き
字
名

　
　

根
は
優
し　

怒
る
形
相　

皆
一
歩
引
く

佐
藤
先
生
│
体
育

14
）
数
学
ほ
ど　

易
き
も
の
な
し
と

　
　

朝
ち
ゃ
ん
は　

お
だ
て
上
手
で　

数
学
好
き
を

渡
辺
先
生
│
数
学

15
）
邦
ち
ゃ
ん
は　

新
し
も
の
好
き　

体
育
教
師

　
　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や　

炭
坑
節
を

川
島
先
生
│
体
育

16
）
地
質
学　

吉
田
の
爺
ち
ゃ
ん　

好
々
爺

　
　

地
下
足
袋
履
い
て　

テ
ニ
ス
し
に
来
る
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吉
田
先
生
│
地
質

17
）
ぼ
た
さ
ん
は　

姿
か
た
ち
が　

牡
丹
餅
に

　
　

よ
く
似
て
優
し　

化
学
の
先
生

土
屋
先
生
│
化
学

18
）
足
に
怪
我　

歩
く
姿
が　

チ
ャ
ッ
カ
リ
キ

　
　

熱
弁
振
る
う　

フ
ラ
ン
ス
革
命

佐
藤
先
生
│
西
洋
史

19
）
教
頭
は　

で
す
ね
で
す
ね
で　

公
民
を

　
　

そ
の
単
調
さ　

眠
気
を
誘
う佐

野
先
生
│
公
民

20
）
キ
ン
ツ
バ
の　

き
ん
つ
ば
色
に　

焼
け
た
顔

　
　

地
図
を
叩
い
て　

眠
気
を
覚
ま
す

〈
失
念
〉
│
地
理

《
戦
中
》中
学
一
年
〜
三
年
八
月
│
勤
労
奉
仕（
工

場
・
飛
行
場
）・
勤
労
動
員
（
現
日
産
自
動
車
）

１
）
通
学
は　

足
に
ゲ
ー
ト
ル　

戦
闘
帽

　
　

背
中
に
背
嚢　

お
辞
儀
は
敬
礼

―
上
級
生
に
欠
礼
、
即
お
説
教
ビ
ン
タ

２
）
落
第
は　

赤
点
二
つ　

試
験
の
日

　
　

机
に
向
か
い
て　

夜
明
け
迎
え
る

―
落
第
が
実
際
に
あ
っ
た

３
）
戦
時
下
も　

恋
は
別
物　

花
の
蜜

　
　

禁
を
犯
し
て　

付
け
文
を
す
る

―
１
年
生
恋
ご
法
度
生
意
気
な
や
つ
と
お
説
教

４
）
柔
道
の　

試
験
に
八
百
長　

相
棒
に

　
　

頼
み
て
一
本　

投
げ
ら
れ
役
を

―
柔
道
・
剣
道
は
正
課
で
あ
っ
た

５
）
お
説
教　

日
常
茶
飯
事　

四
・
五
年
生

　
　

唯
一
の
楽
し
み　

教
師
も
黙
認

―
一
年
生
は
お
説
教
の
餌
食
、
服
装
・
態
度

６
）
炎
天
下　

飛
行
場
造
り
に　

駆
り
出
さ
れ

　
　

も
っ
こ
で
土
を　

人
海
戦
術

―
夏
休
み
小
麦
混
り
の
結
び
を
支
給
さ
れ

７
）
中
学
生　

勤
労
動
員　

工
場
で

　
　

夜
勤
ま
で
し
て　

お
国
に
奉
仕

―
二
・
四
年
生
は
現
日
産
自
動
車
吉
原
工
場
へ

８
）
軍
需
物
資　

夜
陰
に
乗
じ
て　

学
校
の

　
　

柔
道
場
に　

疎
開
し
て
く
る

―
空
襲
の
激
化
、
人
や
物
資
が
疎
開

９
）
教
練
で　

爆
薬
抱
え　

戦
車
へ
と

　
　

明
日
な
き
命
を　

叩
き
込
ま
れ
る

―
破
甲
爆
雷
を
持
っ
て
蛸
壺
に
と

10
）
グ
ラ
マ
ン
の　

火
を
噴
く
機
銃　

そ
の
下
で

　
　

見
上
げ
る
空
の　

ひ
た
す
ら
に
青
し

―
朝
工
場
に
入
る
直
前
の
空
襲

《
戦
後
》
中
三
夏
〜
中
五
卒
〜
新
制
高
三
に
編
入

１
）
戦
中
派　

二
十
一
回
で　

終
わ
り
け
り

　
　

後
は
高
三　

戦
後
始
ま
る

―
中
五
で
卒
業
、
進
学
・
就
職
・
高
三
に
編
入

２
）
敗
戦
の　

食
糧
不
足　

芋
一
つ

　
　

弁
当
代
わ
り
に　

持
ち
来
る
も
あ
り

―
終
戦
直
後
の
食
糧
難
時
代

３
）
部
活
動　

物
資
不
足
に　

炎
天
下

　
　

裸
足
で
コ
ー
ト
を　

水
も
飲
ま
ず
に

―
運
動
用
の
シ
ュ
ー
ズ
等
な
か
っ
た

４
）
東
京
の　

試
合
に
先
輩　

む
し
ろ
旗

　
　

富
士
中
頑
張
れ　

墨
痕
鮮
や
か

―
東
京
在
住
、
富
士
中
０
Ｂ
大
学
生

５
）
野
球
で
は　

山
静
大
会　

出
場
と

　
　

大
い
に
気
を
吐
く　

富
士
中
健
児

―
夢
と
希
望
の
清
涼
剤
と
な
っ
た

６
）
国
体
に　

テ
ニ
ス
に
バ
ス
ケ　

選
ば
れ
て

　
　

全
校
生
徒　

拍
手
で
激
励

―
朝
礼
、
全
校
生
徒
の
前
で
緊
張
し
受
け
る

７
）
国
体
で　

テ
ニ
ス
活
躍　

ベ
ス
ト
八

　
　

惜
し
く
も
逃
す　

三
位
入
賞

―
第
三
回
、
福
岡
国
体
監
督
堀
池
―
渡
井
・
宮
川

８
）
敗
戦
や　

国
破
れ
て
も　

お
ら
が
富
士

　
　

岳
南
健
児　

雄
飛
を
誓
う

─ 7 ── 7 ─

―
漢
詩
を
通
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
激
励

９
）
遠
き
日
の　

君
が
緑
の　

黒
髪
の

　
　

肩
に
流
れ
て　

校
舎
に
ま
ぶ
し

―
女
子
生
徒
五
人
転
入
学
、
異
星
人
の
如
し

10
）
二
一
回　

多
く
の
傑
物　

生
み
出
せ
り

　
　

政
治
に
学
問　

企
業
に
医
学

―
戦
後
社
会
の
表
舞
台
で
活
躍

《
雑
》

１
）
駅
近
く　

学
校
帰
り　

梨
畑

　
　

一
円
持
ち
ゆ
き　

梨
を
頬
張
る

―
売
り
物
に
な
ら
な
い
虫
喰
い
の
梨
（
一
円
？
）

２
）
Ｂ
29　

キ
ラ
キ
ラ
光
り　

数
条
の

　
　

雲
引
き
ゆ
う
ゆ
う　

富
士
の
上
行
く

―
空
襲
警
報
が
出
る
と
下
校
避
難

３
）
戦
争
に　

志
願
し
ゆ
け
り　

上
級
生

　
　

富
士
駅
頭
で　

帽
振
り
送
る

―
血
気
盛
ん
な
上
級
生
志
願
し
予
科
練
ヘ

４
）
恋
心　

勤
労
奉
仕　

昼
休
み

　
　

木
蔭
に
揺
れ
る　

飛
白
の
も
ん
ペ

―
モ
ン
ペ
に
セ
ー
ラ
ー
服
が
魅
力
的
だ
っ
た

５
）
空
襲
を　

か
ら
が
ら
逃
れ　

我
が
家
へ
と

　
　

そ
こ
に
は
母
の　

安
堵
の
顔
が

―
空
襲
を
受
け
や
っ
と
の
思
い
で
家
に

６
）
四
五
年
生　

そ
の
い
な
せ
ぶ
り　

白
き
靴

　
　

弊
衣
破
帽
に　

肩
掛
け
鞄

―
下
級
生
に
と
っ
て
憧
れ
の
的
だ
っ
た

７
）
Ｆ
４
Ｆ　

放
つ
ロ
ケ
ッ
ト　

火
を
噴
き
て

　
　

飛
び
行
く
先
に　

若
き
命
が

―
頭
上
に
迫
り
く
る
飛
行
機
に
身
が
竦
ん
だ

８
）
炎
暑
の
日　

英
語
水
泳
に　

早
変
わ
り

　
　

敵
性
語
よ
り　

体
力
増
強

―
五
味
先
生
、
英
語
は
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た

９
）
帽
子
取
れ　

早
く
飛
び
込
め　

上
級
生

　
　

校
則
犯
し　

お
汁
粉
屋
へ
と

―
５
年
生
に
連
れ
ら
れ
て

10
）
春
桜　

秋
は
紅
葉
の　

白
尾
台

　
　

眺
め
妙
な
り　

わ
が
師
安
ろ
う

―
〈
堀
池
先
生
後
に
学
校
長
〉
富
士
宮
大
泉
寺

＊
思
い
出
は　

絵
巻
物
な
り　

目
の
前
に

　

繰
り
広
げ
ら
れ　

心
揺
さ
ぶ
る

＊
備
考

　

思
い
つ
く
ま
ま
の
記
述
で
あ
り
、
配
列
の
順

や
用
語
の
不
統
一
、
記
憶
の
誤
謬
等
ご
寛
恕
く

だ
さ
い
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
富
士
中
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

本　
　
　

誠
 

（
高
四
回
）

　

卒
業
生
の
多
く
は
地
元
に
就
業
し
、
広
範
囲
の

分
野
で
活
動
さ
れ
地
域
の
繁
栄
に
貢
献
し
て
来

ら
れ
た
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
公
務
員
と
し
て
地
元

行
政
に
、
教
職
員
と
し
て
人
材
の
育
成
に
勤
め
ら

れ
る
事
等
、多
く
の
先
輩
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。

　

富
士
の
ふ
も
と
風
光
明
媚
の
土
地
に
は
、
山
部

の
赤
人
の
詞
に
う
た
わ
れ
た
『
田
子
の
浦
ゆ
打
ち

出
て
見
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高
峯
に
雪
は
降
り
つ

つ
』
な
ど
文
化
面
に
も
期
待
さ
れ
て
お
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
一
方
産
業
界
に
目
を
向
け
る
と
、
東

海
道
筋
で
東
西
の
交
通
の
要
所
で
豊
富
な
人
材

を
有
し
、
広
大
な
面
積
の
土
地
が
大
き
な
魅
力
と

な
り
、
日
本
を
代
表
す
る
大
企
業
が
次
々
と
進
出

し
て
来
ま
し
た
。

　

王
子
製
紙
、
東
芝
機
械
、
日
産
自
動
車
、
地

元
の
大
昭
和
製
紙
な
ど
が
、
又
製
紙
業
に
ま
つ
わ

る
鉄
工
業
も
多
く
創
業
し
、
井
出
鉄
工
所
、
小
林
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―
漢
詩
を
通
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
激
励

９
）
遠
き
日
の　

君
が
緑
の　

黒
髪
の

　
　

肩
に
流
れ
て　

校
舎
に
ま
ぶ
し

―
女
子
生
徒
五
人
転
入
学
、
異
星
人
の
如
し

10
）
二
一
回　

多
く
の
傑
物　

生
み
出
せ
り

　
　

政
治
に
学
問　

企
業
に
医
学

―
戦
後
社
会
の
表
舞
台
で
活
躍

《
雑
》

１
）
駅
近
く　

学
校
帰
り　

梨
畑

　
　

一
円
持
ち
ゆ
き　

梨
を
頬
張
る

―
売
り
物
に
な
ら
な
い
虫
喰
い
の
梨
（
一
円
？
）

２
）
Ｂ
29　

キ
ラ
キ
ラ
光
り　

数
条
の

　
　

雲
引
き
ゆ
う
ゆ
う　

富
士
の
上
行
く

―
空
襲
警
報
が
出
る
と
下
校
避
難

３
）
戦
争
に　

志
願
し
ゆ
け
り　

上
級
生

　
　

富
士
駅
頭
で　

帽
振
り
送
る

―
血
気
盛
ん
な
上
級
生
志
願
し
予
科
練
ヘ

４
）
恋
心　

勤
労
奉
仕　

昼
休
み

　
　

木
蔭
に
揺
れ
る　

飛
白
の
も
ん
ペ

―
モ
ン
ペ
に
セ
ー
ラ
ー
服
が
魅
力
的
だ
っ
た

５
）
空
襲
を　

か
ら
が
ら
逃
れ　

我
が
家
へ
と

　
　

そ
こ
に
は
母
の　

安
堵
の
顔
が

―
空
襲
を
受
け
や
っ
と
の
思
い
で
家
に

６
）
四
五
年
生　

そ
の
い
な
せ
ぶ
り　

白
き
靴

　
　

弊
衣
破
帽
に　

肩
掛
け
鞄

―
下
級
生
に
と
っ
て
憧
れ
の
的
だ
っ
た

７
）
Ｆ
４
Ｆ　

放
つ
ロ
ケ
ッ
ト　

火
を
噴
き
て

　
　

飛
び
行
く
先
に　

若
き
命
が

―
頭
上
に
迫
り
く
る
飛
行
機
に
身
が
竦
ん
だ

８
）
炎
暑
の
日　

英
語
水
泳
に　

早
変
わ
り

　
　

敵
性
語
よ
り　

体
力
増
強

―
五
味
先
生
、
英
語
は
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た

９
）
帽
子
取
れ　

早
く
飛
び
込
め　

上
級
生

　
　

校
則
犯
し　

お
汁
粉
屋
へ
と

―
５
年
生
に
連
れ
ら
れ
て

10
）
春
桜　

秋
は
紅
葉
の　

白
尾
台

　
　

眺
め
妙
な
り　

わ
が
師
安
ろ
う

―
〈
堀
池
先
生
後
に
学
校
長
〉
富
士
宮
大
泉
寺

＊
思
い
出
は　

絵
巻
物
な
り　

目
の
前
に

　

繰
り
広
げ
ら
れ　

心
揺
さ
ぶ
る

＊
備
考

　

思
い
つ
く
ま
ま
の
記
述
で
あ
り
、
配
列
の
順

や
用
語
の
不
統
一
、
記
憶
の
誤
謬
等
ご
寛
恕
く

だ
さ
い
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
富
士
中
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

本　
　
　

誠

 

（
高
四
回
）

　

卒
業
生
の
多
く
は
地
元
に
就
業
し
、
広
範
囲
の

分
野
で
活
動
さ
れ
地
域
の
繁
栄
に
貢
献
し
て
来

ら
れ
た
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
公
務
員
と
し
て
地
元

行
政
に
、
教
職
員
と
し
て
人
材
の
育
成
に
勤
め
ら

れ
る
事
等
、多
く
の
先
輩
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。

　

富
士
の
ふ
も
と
風
光
明
媚
の
土
地
に
は
、
山
部

の
赤
人
の
詞
に
う
た
わ
れ
た
『
田
子
の
浦
ゆ
打
ち

出
て
見
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高
峯
に
雪
は
降
り
つ

つ
』
な
ど
文
化
面
に
も
期
待
さ
れ
て
お
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
一
方
産
業
界
に
目
を
向
け
る
と
、
東

海
道
筋
で
東
西
の
交
通
の
要
所
で
豊
富
な
人
材

を
有
し
、
広
大
な
面
積
の
土
地
が
大
き
な
魅
力
と

な
り
、
日
本
を
代
表
す
る
大
企
業
が
次
々
と
進
出

し
て
来
ま
し
た
。

　

王
子
製
紙
、
東
芝
機
械
、
日
産
自
動
車
、
地

元
の
大
昭
和
製
紙
な
ど
が
、
又
製
紙
業
に
ま
つ
わ

る
鉄
工
業
も
多
く
創
業
し
、
井
出
鉄
工
所
、
小
林
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製
作
所
等
は
、
そ
の
技
術
を
進
歩
さ
せ
精
密
機
械

分
野
に
進
出
し
成
功
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

鈴
木
清
見
市
長
の
時
に
は
富
士
市
出
身
の
科

学
者
、『
戸
塚
洋
二
博
士
』
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
大
い
に
期
待
し
た
も
の
で

す
が
、
二
〇
〇
八
年
に
逝
去
さ
れ
た
の
は
残
念

で
し
た
。

　

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
多
く
の
卒
業
生
が
地
元

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
来
ら
れ
た
事
を

思
い
我
々
後
輩
が
更
な
る
努
力
を
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
富
士
中
に
入
学
し
、
最
初
の
教
師
が
『
鈴

木
こ
う
平
』
先
生
で
、あ
だ
な
は
『
ゴ
マ
チ
ャ
ン
』

の
教
え
は
人
の
生
き
方
を
コ
ン
コ
ン
と
諭
さ
れ
た

事
は
、
今
で
も
心
に
し
み
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
後
輩
が
先
輩
の
残
し
た
富
士
高
の
伝

統
と
歴
史
を
更
に
高
め
る
努
力
を
さ
れ
る
事
を

望
み
ま
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
同
窓
生
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

野　
　
　

一

 

（
高
十
九
回
）

　

突
然
、
学
年
幹
事
の
星
野
君
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
富
友
会
誌
へ
の
原
稿
執
筆
の
依

頼
だ
っ
た
。
と
ん
で
も
な
い
、
書
く
こ
と
が
最

も
不
得
手
な
私
に
受
け
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。

断
る
べ
く
、
自
信
の
な
さ
を
伝
え
る
。
断
り
の

言
い
訳
を
続
け
る
私
の
頭
の
中
で
、「
こ
れ
ま
で

の
お
前
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
ど
こ
へ
消
え
た
。

断
っ
て
い
い
の
か
、
後
悔
す
る
ぞ
」、
と
い
う
真

逆
の
想
念
が
う
ま
れ
て
き
た
。
し
ま
っ
た
、
と

思
っ
た
が
そ
の
瞬
間
す
で
に
承
諾
し
て
し
ま
っ

て
い
た
。

　

さ
て
何
を
書
く
か
。
星
野
君
は
、
題
材
は
何

で
も
よ
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
自
分
の
趣
味
、

仕
事
？　

よ
く
よ
く
考
え
て
、同
窓
生
、そ
れ
も
、

先
に
亡
く
な
っ
た
人
と
の
思
い
出
を
綴
る
こ
と

に
し
た
。

　

最
初
は
「
深
沢
俊
次
」（
し
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
）。

高
校
時
代
は
し
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
の
こ
と
全
く
知
ら

な
か
っ
た
。
私
が
40
代
の
頃
、
仕
事
関
連
で
運

送
会
社
を
経
営
し
て
い
る
彼
を
知
っ
た
。
彼
の

人
と
な
り
は
付
き
合
い
始
め
て
後
々
解
る
の
だ

が
、
高
校
生
時
代
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
生
真
面

目
だ
っ
た
私
と
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
自
由
奔

放
な
し
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
不

思
議
な
ご
縁
だ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
た
。
彼
は

お
酒
が
す
ぎ
た
の
か
肝
臓
を
悪
く
し
て
、
亡
く

な
る
２
週
間
ぐ
ら
い
前
に
、
突
然
私
の
会
社
を

訪
ね
て
き
た
。
取
り
留
め
の
な
い
会
話
に
終
始

し
た
が
、
後
日
お
別
れ
に
き
て
く
れ
た
の
か
、

と
思
っ
た
。
い
い
奴
だ
っ
た
。　

　
「
篠
原
公
義
」（
き
み
ち
ゃ
ん
）。
き
み
ち
ゃ
ん

と
は
、
第
一
小
学
校
、
富
士
中
学
校
、
富
士
高

校
と
同
時
代
を
一
緒
に
す
ご
し
た
友
人
だ
っ
た
。

い
や
、
ご
縁
は
も
っ
と
深
い
。
私
の
父
が
昭
和

27
、28
年
頃
、中
島
で
雑
貨
店
を
営
ん
で
い
た
時
、

本
市
場
の
「
結
味
堂
」
と
い
う
和
菓
子
屋
さ
ん

と
取
引
し
て
い
て
、
き
み
ち
ゃ
ん
は
、
そ
の
お

店
の
子
供
で
、
和
菓
子
を
納
め
る
際
、
よ
く
一

緒
に
つ
い
て
来
て
い
た
。
そ
の
頃
か
ら
の
知
り

合
い
な
の
で
、
何
時
も
何
と
な
く
傍
に
い
る
よ
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う
な
、
い
な
い
よ
う
な
、
き
み
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。

彼
は
小
学
校
の
時
か
ら
頭
が
よ
く
、
そ
し
て
女

の
子
に
よ
く
も
て
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
そ
れ
ほ
ど
の
交
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
50

代
前
半
の
頃
か
ら
、
時
々
居
酒
屋
で
お
酒
を
酌

み
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
合
う
と
必
ず
宗
教

の
話
に
な
る
。
私
は
聖
書
を
よ
く
読
ん
で
い
た

の
で
、
仏
教
に
詳
し
い
き
み
ち
ゃ
ん
と
は
い
つ

も
会
話
に
熱
が
入
っ
た
。
話
題
は
宗
教
か
ら
哲

学
、
心
理
学
に
も
及
ん
だ
。
彼
の
勉
強
ぶ
り
に

は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
た
。
彼
は
あ
る
政
党
の
地

元
で
の
選
挙
対
策
の
責
任
者
の
一
人
だ
っ
た
ら

し
く
、
其
の
た
び
に
よ
く
協
力
依
頼
の
電
話
を

か
け
て
き
た
。学
年
幹
事
会
で
の
彼
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
振
り
に
も
、
き
み
ち
ゃ
ん
ら
し
さ
が
、

よ
く
出
て
い
た
。
き
み
ち
ゃ
ん
の
訃
報
を
突
然

聞
い
た
。
お
葬
式
で
最
後
の
お
別
れ
を
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
友
人
を
失
く
し
た
と
思
っ
た
。

　
「
窪
田
雅
裕
」（
く
ぼ
た
）。
く
ぼ
た
は
建
築
士

だ
っ
た
。
市
役
所
の
東
側
に
事
務
所
を
構
え
、

設
計
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
黒
縁
の
眼
鏡
の
奥

に
細
め
の
眼
を
輝
か
せ
て
い
た
。
そ
し
て
笑
い

が
絶
え
な
か
っ
た
。く
ぼ
た
と
は
よ
く
飲
ん
だ
。

く
ぼ
た
は
焼
酎
が
好
み
だ
っ
た
。
い
つ
だ
っ
た

か
、「
百
年
の
孤
独
」
を
持
っ
て
来
て
、「
飲
め
」

と
す
す
め
て
く
れ
た
。彼
も
突
然
の
死
だ
っ
た
。

健
康
診
断
は
欠
か
さ
な
い
と
よ
く
言
っ
て
い
た

が
、
本
当
に
残
念
だ
っ
た
。

　

卒
業
後
、
半
世
紀
以
上
も
経
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
彼
ら
に
出
会
い
、
社
会
人
と
し
て
も
付
き

合
え
る
こ
と
が
で
き
て
、心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

人
は
、
死
ん
で
か
ら
も
う
１
回
死
ぬ
と
い
う
。

そ
れ
は
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
た
時
だ
と
い
う
。

彼
ら
は
、ま
だ
ま
だ
私
ら
の
中
で
生
き
て
い
る
。

合
掌
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

小　

野　
　
　

剛

 

（
高
二
十
回
）

　

本
年
４
月
に
早
稲
田
大
学
国
際
文
学
館
に
「
村

上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
完
成
し
た
。
作
家
の

村
上
春
樹
が
寄
託
•
寄
贈
し
た
小
説
作
品
の
直

筆
原
稿
や
執
筆
関
係
資
料
、書
簡
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
、
作
品
の
書
評
、
海
外
で
翻
訳
さ
れ
た
書
籍
、

蒐
集
し
た
２
万
点
近
く
に
上
る
レ
コ
ー
ド
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
保
管
・
公
開
す
る
図
書
館
で
あ

る
。
村
上
春
樹
は
、
私
が
富
士
高
を
卒
業
し
て
同

大
学
法
学
部
に
入
学
し
た
昭
和
43
年
４
月
に
同

大
学
文
学
部
に
入
学
し
、
在
学
中
に
結
婚
し
、
国

分
寺
で
ジ
ャ
ズ
喫
茶
を
開
き
、
昭
和
50
年
に
同
大

学
を
卒
業
し
て
い
る
。
村
上
春
樹
の
作
品
に
は
、

「
風
の
歌
を
聴
け
」「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」「
羊
を

め
ぐ
る
冒
険
」「
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ

ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」「
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ

ニ
ク
ル
」「
海
辺
の
カ
フ
カ
」「
１
Ｑ
84
」「
騎
士

団
長
殺
し
」
な
ど
が
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の

受
賞
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
書
館
の
設
計

を
担
う
の
は
、
建
築
家
の
隈
研
吾
で
あ
り
、
同
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
坪
内
博
士
演
劇
博
物
館
に
隣
接

す
る
４
号
館
（
国
際
文
学
館
）
を
木
材
を
主
体
と

し
て
大
規
模
に
改
築
し
、
村
上
文
学
の
研
究
・
交

流
、
発
信
機
能
を
備
え
た
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
、
館
内
に
は
、
研
究
者
の
た
め
の
資
料
室

や
閲
覧
席
、セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、カ
フ
ェ

や
オ
ー
デ
ィ
オ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
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う
な
、
い
な
い
よ
う
な
、
き
み
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。

彼
は
小
学
校
の
時
か
ら
頭
が
よ
く
、
そ
し
て
女

の
子
に
よ
く
も
て
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
そ
れ
ほ
ど
の
交
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
50

代
前
半
の
頃
か
ら
、
時
々
居
酒
屋
で
お
酒
を
酌

み
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
合
う
と
必
ず
宗
教

の
話
に
な
る
。
私
は
聖
書
を
よ
く
読
ん
で
い
た

の
で
、
仏
教
に
詳
し
い
き
み
ち
ゃ
ん
と
は
い
つ

も
会
話
に
熱
が
入
っ
た
。
話
題
は
宗
教
か
ら
哲

学
、
心
理
学
に
も
及
ん
だ
。
彼
の
勉
強
ぶ
り
に

は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
た
。
彼
は
あ
る
政
党
の
地

元
で
の
選
挙
対
策
の
責
任
者
の
一
人
だ
っ
た
ら

し
く
、
其
の
た
び
に
よ
く
協
力
依
頼
の
電
話
を

か
け
て
き
た
。学
年
幹
事
会
で
の
彼
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
振
り
に
も
、
き
み
ち
ゃ
ん
ら
し
さ
が
、

よ
く
出
て
い
た
。
き
み
ち
ゃ
ん
の
訃
報
を
突
然

聞
い
た
。
お
葬
式
で
最
後
の
お
別
れ
を
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
友
人
を
失
く
し
た
と
思
っ
た
。

　
「
窪
田
雅
裕
」（
く
ぼ
た
）。
く
ぼ
た
は
建
築
士

だ
っ
た
。
市
役
所
の
東
側
に
事
務
所
を
構
え
、

設
計
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
黒
縁
の
眼
鏡
の
奥

に
細
め
の
眼
を
輝
か
せ
て
い
た
。
そ
し
て
笑
い

が
絶
え
な
か
っ
た
。く
ぼ
た
と
は
よ
く
飲
ん
だ
。

く
ぼ
た
は
焼
酎
が
好
み
だ
っ
た
。
い
つ
だ
っ
た

か
、「
百
年
の
孤
独
」
を
持
っ
て
来
て
、「
飲
め
」

と
す
す
め
て
く
れ
た
。彼
も
突
然
の
死
だ
っ
た
。

健
康
診
断
は
欠
か
さ
な
い
と
よ
く
言
っ
て
い
た

が
、
本
当
に
残
念
だ
っ
た
。

　

卒
業
後
、
半
世
紀
以
上
も
経
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
彼
ら
に
出
会
い
、
社
会
人
と
し
て
も
付
き

合
え
る
こ
と
が
で
き
て
、心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

人
は
、
死
ん
で
か
ら
も
う
１
回
死
ぬ
と
い
う
。

そ
れ
は
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
た
時
だ
と
い
う
。

彼
ら
は
、ま
だ
ま
だ
私
ら
の
中
で
生
き
て
い
る
。

合
掌
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

小　

野　
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（
高
二
十
回
）

　

本
年
４
月
に
早
稲
田
大
学
国
際
文
学
館
に
「
村

上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
完
成
し
た
。
作
家
の

村
上
春
樹
が
寄
託
•
寄
贈
し
た
小
説
作
品
の
直

筆
原
稿
や
執
筆
関
係
資
料
、書
簡
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
、
作
品
の
書
評
、
海
外
で
翻
訳
さ
れ
た
書
籍
、

蒐
集
し
た
２
万
点
近
く
に
上
る
レ
コ
ー
ド
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
保
管
・
公
開
す
る
図
書
館
で
あ

る
。
村
上
春
樹
は
、
私
が
富
士
高
を
卒
業
し
て
同

大
学
法
学
部
に
入
学
し
た
昭
和
43
年
４
月
に
同

大
学
文
学
部
に
入
学
し
、
在
学
中
に
結
婚
し
、
国

分
寺
で
ジ
ャ
ズ
喫
茶
を
開
き
、
昭
和
50
年
に
同
大

学
を
卒
業
し
て
い
る
。
村
上
春
樹
の
作
品
に
は
、

「
風
の
歌
を
聴
け
」「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」「
羊
を

め
ぐ
る
冒
険
」「
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ

ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」「
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ

ニ
ク
ル
」「
海
辺
の
カ
フ
カ
」「
１
Ｑ
84
」「
騎
士

団
長
殺
し
」
な
ど
が
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の

受
賞
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
書
館
の
設
計

を
担
う
の
は
、
建
築
家
の
隈
研
吾
で
あ
り
、
同
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
坪
内
博
士
演
劇
博
物
館
に
隣
接

す
る
４
号
館
（
国
際
文
学
館
）
を
木
材
を
主
体
と

し
て
大
規
模
に
改
築
し
、
村
上
文
学
の
研
究
・
交

流
、
発
信
機
能
を
備
え
た
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
、
館
内
に
は
、
研
究
者
の
た
め
の
資
料
室

や
閲
覧
席
、セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、カ
フ
ェ

や
オ
ー
デ
ィ
オ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
計
画
さ
れ
て
い
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る
。「
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
本
年
秋
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
る
。
世
界
中
の
村
上
文

学
の
愛
好
者
や
国
際
文
学
の
研
究
者
た
ち
に
と
っ

て
、新
た
な
「
村
上
春
樹
文
学
」「
国
際
文
学
」「
翻

訳
文
学
」
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
芸
術

分
野
と
文
学
の
交
流
の
場
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
こ
の
改
築
に
あ
た
っ
て
は
、
株
式
会

社
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
会
長

兼
社
長
の
柳
井
正
が
、
約
12
億
円
と
い
う
費
用
の

全
額
を
寄
附
し
て
い
る
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

邉　
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（
高
二
十
回
）

　

富
士
高
校
を
卒
業
し
て
五
十
三
年
の
歳
月
が

経
っ
た
。
半
世
紀
以
上
生
き
て
き
て
「
幸
せ
を

感
じ
る
瞬
間
と
は
？
」
と
考
え
て
み
る
。
経
済

的
安
定
、
平
穏
な
家
庭
環
境
、
気
ま
ま
に
付
き

合
え
る
友
人
達
の
存
在
な
ど
が
前
提
で
は
あ
る

が
、「
今
こ
の
時
、
自
由
気
ま
ま
に
生
き
ら
れ
る
」

こ
と
が
人
生
に
お
け
る
究
極
的
な
幸
せ
な
瞬
間

な
の
で
は
と
日
々
感
じ
て
い
る
。

　

人
生
に
は
い
く
つ
か
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
が
あ
る
。
昭
和
四
十
年
富
士
高
入
学
、
ほ
ど

な
く
陸
上
部
の
門
を
叩
い
た
。
特
別
運
動
能
力

も
な
い
私
で
は
あ
っ
た
が
、
走
る
こ
と
に
は
多

少
自
信
が
あ
っ
た
こ
と
や
、富
士
高
の
校
訓
「
克

己
心
身
を
練
れ
、
勤
勉
実
力
を
養
え
、
至
誠
事

に
当
れ
」
に
掲
げ
ら
れ
た
文
武
両
道
へ
の
こ
だ

わ
り
が
陸
上
部
に
入
部
す
る
動
機
に
な
っ
た
。

こ
の
文
武
両
道
の
精
神
こ
そ
富
士
高
卒
業
生
の

多
く
が
持
ち
続
け
る
誇
り
高
い
校
風
だ
と
思
っ

て
い
る
。
顧
問
の
加
藤
先
生
は
私
の
申
し
出
を

聞
き
終
え
る
と
、
慈
愛
に
溢
れ
た
眼
差
し
で
一

言
「
ゆ
っ
く
り
、
も
う
一
度
考
え
て
か
ら
来
る

よ
う
に
」
そ
れ
で
も
入
部
を
許
さ
れ
て
晴
れ
て

陸
上
部
の
一
員
と
な
っ
た
。
当
時
は
富
士
高
陸

上
部
の
全
盛
期
で
加
藤
先
生
の
高
名
は
、
県
下

は
も
ち
ろ
ん
全
国
的
に
も
鳴
り
響
い
て
い
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ず
入
部
し
た
私
は
周
り
の

全
国
レ
ベ
ル
の
先
輩
・
同
僚
に
圧
倒
さ
れ
る
な

か
で
、
練
習
に
励
ん
だ
。
非
力
な
身
体
が
三
年

を
経
て
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
ば
り
の
体
幹
を
得
る

ま
で
に
な
り
、
そ
の
後
の
人
生
で
の
貴
重
な
財

産
を
得
た
。
二
年
生
ま
で
は
さ
し
た
る
成
績

も
残
せ
な
か
っ
た
が
、
三
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
障
害
で
県
予
選
を
突
破
し
、

東
海
四
県
の
決
勝
で
八
位
に
な
っ
た
。
六
位
ま

で
が
全
国
大
会
切
符
だ
っ
た
が
後
悔
は
な
か
っ

た
。一
方
勉
学
は
入
学
以
降
下
降
線
を
た
ど
り
、

文
武
両
道
に
は
程
遠
い
状
態
に
あ
っ
た
。
一
念

発
起
し
、
一
年
の
浪
人
生
活
を
経
て
慶
応
義
塾

大
学
商
学
部
に
合
格
し
た
。
早
速
、
伝
統
あ
る

体
育
会
競
走
部
に
入
部
し
た
。中
距
離
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
早
稲
田
・
同
志
社
・
六
大
学
対
抗
戦
等

に
出
場
し
た
。
転
機
は
二
年
の
時
に
や
っ
て
き

た
。
箱
根
駅
伝
予
選
会
を
四
位
で
通
過
、
五
位

以
内
の
本
大
会
出
場
権
を
得
た
。
昭
和
四
十
六

年
第
四
十
七
回
箱
根
駅
伝
出
場
で
あ
る
。
私
に

は
箱
根
出
場
は
意
外
で
も
あ
っ
た
。
も
と
も

と
長
い
距
離
は
不
得
手
で
周
囲
の
流
れ
の
中
で

走
っ
た
結
果
だ
っ
た
。
最
終
的
に
ア
ン
カ
ー
十

区
に
起
用
さ
れ
る
と
聞
き
さ
ら
に
驚
い
た
。
ア

ン
カ
ー
起
用
の
理
由
は
今
で
も
不
明
だ
が
、
粘

り
強
い
性
格
か
ら
と
先
輩
に
聞
い
た
気
が
す
る
。
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当
日
の
朝
、
や
け
に
体
が
軽
す
ぎ
る
こ
と
に
や

や
違
和
感
を
も
っ
た
。
少
し
全
体
が
重
い
く
ら

い
で
、
足
が
地
に
つ
い
た
感
じ
が
自
分
の
経
験

で
は
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
ベ
ス

ト
の
状
態
に
体
調
を
持
っ
て
い
く
こ
と
は
本
当

に
難
し
い
。
九
区
の
ラ
ン
ナ
ー
を
鶴
見
中
継
所

で
待
っ
た
が
、
先
頭
か
ら
十
校
が
通
過
し
予
測

し
た
通
り
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
そ

れ
も
五
校
同
時
ス
タ
ー
ト
、
慶
応
、
早
稲
田
、

法
政
、
青
山
学
院
、
東
京
教
育
大
（
現
筑
波
大
）

の
五
校
だ
。
沿
道
の
熱
い
応
援
に
煽
ら
れ
て
教

育
大
を
除
く
私
を
含
め
た
四
校
が
か
な
り
の
ハ

イ
ペ
ー
ス
。
案
の
定
、
品
川
を
過
ぎ
た
頃
か
ら

四
校
が
揃
っ
て
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
、終
始
マ
イ
ペ
ー

ス
だ
っ
た
教
育
大
が
先
頭
に
で
た
。
雪
も
ち
ら

つ
い
て
き
た
。
私
も
身
体
が
思
っ
た
よ
う
に
動

か
な
く
な
り
焦
っ
た
。
三
田
の
母
校
の
前
で
あ

り
絶
対
に
立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

早
稲
田
、
法
政
に
は
勝
て
た
が
全
体
十
五
校
中

十
三
位
で
大
手
町
の
読
売
新
聞
社
前
に
ゴ
ー
ル

し
た
。
や
や
不
本
意
な
結
果
だ
っ
た
。「
慶
応
ワ

タ
ナ
ベ
顔
面
蒼
白
で
今
ゴ
ー
ル
」
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ラ
ジ
オ
放
送
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。（
当
時
は
テ
レ

ビ
放
映
は
な
く
ラ
ジ
オ
中
継
の
み
）
毎
年
正
月

恒
例
の
箱
根
駅
伝
だ
が
、
不
運
に
も
体
調
不
良

等
で
途
中
棄
権
、も
し
く
は
大
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ

た
選
手
を
観
る
と
、
暗
澹
た
る
気
持
に
な
る
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
一
番

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
造
り
が
い
か
に
難
し
い
か

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

後
半
の
人
生
の
転
機
は
、
社
会
人
と
し
て
入

社
後
四
年
目
だ
っ
た
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
六

カ
月
に
亘
る
海
外
研
修
だ
っ
た
。
多
感
な
年
代

の
自
由
の
国
米
国
で
の
鮮
烈
な
体
験
が
、
そ
の

後
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
人
種

差
別
や
貧
富
の
差
な
ど
も
あ
っ
た
と
思
え
る
が

（
私
個
人
は
差
別
を
感
じ
た
こ
と
は
一
度
も
な

か
っ
た
）、
優
れ
た
人
に
対
し
素
直
に
リ
ス
ペ
ク

ト
す
る
オ
ー
プ
ン
な
文
化
・
精
神
性
な
ど
米
国

の
懐
の
深
さ
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
自
分
の

生
活
を
心
か
ら
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
日
々
の

自
然
な
姿
、
さ
ら
に
は
そ
の
圧
倒
的
ス
ケ
ー
ル

だ
っ
た
。週
末
に
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
郊
外
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
貸
別
荘
に
泊
っ

た
が
、
門
か
ら
十
五
分
程
車
で
向
か
っ
た
先
に

別
荘
の
建
物
が
あ
っ
た
。
庭
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ビ
ー
チ
に
続
く
エ
ス
カ
レ
ー
タ
な
ど
桁
外
れ

の
世
界
だ
っ
た
。
元
金
持
ち
の
邸
宅
だ
っ
た
そ

う
だ
。
父
親
の
世
代
の
若
者
は
こ
の
よ
う
な
と

ん
で
も
な
い
国
と
戦
っ
た
の
か
と
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
の
蒼
き
海
を
眺
め
な
が
ら
静
か
に
想
っ

た
。
今
の
や
や
不
寛
容
さ
が
目
立
つ
米
国
と
は

異
な
り
、
古
き
良
き
大
ら
か
な
米
国
体
験
を
通

じ
て
、
し
が
ら
み
の
な
い
自
由
な
生
き
方
を
人

生
の
最
終
的
な
目
的
に
し
た
い
と
こ
の
時
に
決

意
し
た
。
そ
し
て
何
事
に
も
前
向
き
に
生
き
よ

う
と
隠
忍
自
重
の
日
々
。
結
果
と
し
て
山
あ
り

谷
あ
り
の
人
生
を
過
ご
し
て
き
た
。
そ
し
て
や

は
り
後
悔
は
な
い
。
今
の
現
在
の
生
活
も
語
り

た
い
が
、
紙
面
の
都
合
上
割
愛
す
る
。
様
々
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
た

な
る
自
由
な
天
地
の
下
で
、
出
会
え
る
人
と
の

一
期
一
会
を
大
切
に
余
生
を
送
り
た
い
。
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当
日
の
朝
、
や
け
に
体
が
軽
す
ぎ
る
こ
と
に
や

や
違
和
感
を
も
っ
た
。
少
し
全
体
が
重
い
く
ら

い
で
、
足
が
地
に
つ
い
た
感
じ
が
自
分
の
経
験

で
は
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
ベ
ス

ト
の
状
態
に
体
調
を
持
っ
て
い
く
こ
と
は
本
当

に
難
し
い
。
九
区
の
ラ
ン
ナ
ー
を
鶴
見
中
継
所

で
待
っ
た
が
、
先
頭
か
ら
十
校
が
通
過
し
予
測

し
た
通
り
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
そ

れ
も
五
校
同
時
ス
タ
ー
ト
、
慶
応
、
早
稲
田
、

法
政
、
青
山
学
院
、
東
京
教
育
大
（
現
筑
波
大
）

の
五
校
だ
。
沿
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応
援
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煽
ら
れ
て
教

育
大
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除
く
私
を
含
め
た
四
校
が
か
な
り
の
ハ

イ
ペ
ー
ス
。
案
の
定
、
品
川
を
過
ぎ
た
頃
か
ら

四
校
が
揃
っ
て
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
、終
始
マ
イ
ペ
ー

ス
だ
っ
た
教
育
大
が
先
頭
に
で
た
。
雪
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ち
ら

つ
い
て
き
た
。
私
も
身
体
が
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よ
う
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動

か
な
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な
り
焦
っ
た
。
三
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母
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の
前
で
あ

り
絶
対
に
立
ち
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ま
る
わ
け
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は
い
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な
い
。
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田
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法
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が
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体
十
五
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中

十
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売
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前
に
ゴ
ー
ル
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た
。
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果
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た
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慶
応
ワ

タ
ナ
ベ
顔
面
蒼
白
で
今
ゴ
ー
ル
」
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ラ
ジ
オ
放
送
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。（
当
時
は
テ
レ

ビ
放
映
は
な
く
ラ
ジ
オ
中
継
の
み
）
毎
年
正
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の
箱
根
駅
伝
だ
が
、
不
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体
調
不
良
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権
、も
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は
大
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ

た
選
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を
観
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と
、
暗
澹
た
る
気
持
に
な
る
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
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で
あ
っ
て
も
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こ
こ
一
番

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
造
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が
い
か
に
難
し
い
か

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

後
半
の
人
生
の
転
機
は
、
社
会
人
と
し
て
入

社
後
四
年
目
だ
っ
た
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
六

カ
月
に
亘
る
海
外
研
修
だ
っ
た
。
多
感
な
年
代

の
自
由
の
国
米
国
で
の
鮮
烈
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が
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随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
認
知
症
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

野　

光　

敏

 

（
高
二
十
四
回
）

　

昨
日
と
５
日
前
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
動
く
虫

の
幻
視
を
見
る
。
車
の
助
手
席
に
女
性
が
い
る
。

こ
れ
は
若
年
性
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
本
人

樋
口
直
美
さ
ん
の
経
験
し
た
症
状
で
す
。
例
え
ば

私
達
が
家
に
帰
っ
た
時
、
扉
を
開
け
た
と
こ
ろ
に

見
知
ら
ぬ
男
が
立
っ
て
い
た
と
し
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
。
叫
ぶ
？
警
察
を
呼
ぶ
？
棒
を
手
に
す
る
？

「
初
め
ま
し
て
。」
と
は
言
わ
な
い
で
す
よ
ね
。
で

も
レ
ビ
ー
小
体
型
の
認
知
症
の
方
で
高
齢
の
方
が

叫
ぶ
と
、「
頭
が
お
か
し
い
。」
と
怒
鳴
ら
れ
、
蔑

ま
れ
、
ば
か
に
さ
れ
、
病
院
に
無
理
や
り
連
れ
て

行
か
れ
、
薬
を
飲
ま
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
族
は
「
認
知
症
だ
か
ら
、
な
い
も
の
を
あ
る
も

の
だ
と
言
っ
て
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
言
う

ん
だ
。」
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
レ
ビ
ー
の
人
は

思
考
力
が
あ
り
、
本
物
に
し
か
見
え
な
い
も
の
が

見
え
る
か
ら
正
常
に
反
応
し
て
る
だ
け
な
の
で
す
。

　

認
知
症
と
い
う
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
有
名

で
す
。
認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
は
約
70
種
類

以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
認
知
症
は
約
50
％
。
血
管
性
認

知
症
（
脳
梗
塞
な
ど
で
脳
細
胞
に
酸
素
や
栄
養
が

届
か
な
く
な
り
神
経
細
胞
が
減
少
す
る
も
の
）
が

20
％
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
が
20
％
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。（
筋
肉
が
強
張
っ
て
体
が
ス
ム
ー
ズ

に
動
か
せ
な
く
な
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
の
症
状

が
現
れ
た
り
70
％
の
人
に
は
幻
視
が
表
れ
ま
す
。）

　

認
知
症
と
い
う
と
つ
い
最
近
ま
で
は
、
早
く
に

何
も
分
か
ら
な
く
な
り
寝
た
き
り
に
な
る
と
い
う

情
報
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
富
士
宮
市
で
佐
野

光
孝
さ
ん
が
、
自
分
の
名
前
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の

中
で
「
私
は
認
知
症
だ
け
ど
こ
ん
な
こ
と
も
で
き

る
よ
。」と
全
国
を
歩
き
回
り
、講
演
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
光
孝
さ
ん
が
発
症
し
て
10
年
た
っ
て
も

変
わ
ら
な
い
こ
と
を
全
国
放
送
を
通
し
て
、
認
知

症
の
常
識
を
覆
し
て
き
ま
し
た
。
富
士
宮
市
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
い
ち
ば
ん
住
み

や
す
い
町
、
富
士
宮
。」
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
認
知
症
の
方
本
人
が
、「
こ
う
い
う

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
で
き
な
い
の
で
手

を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。」
あ
る
い
は
、「
私
に
で
き

る
こ
と
は
奪
わ
な
い
で
。」
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
樋
口
さ
ん
は

「
私
の
脳
で
起
こ
っ
た
こ
と
」
―
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
か
ら
の
復
活
―
と
題
し
て
２
０
１
５
年
に

上
梓
し
ま
し
た
。

　

今
年
２
０
２
１
年
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
原

因
と
言
わ
れ
る
タ
ウ
た
ん
ぱ
く
を
除
去
す
る
薬

が
出
来
た
と
い
う
発
表
が
あ
り
、
希
望
が
も
て
る

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
自
分
が
認
知
症
で
は
な
い
か
と
疑
い

始
め
た
と
き
、
病
院
に
行
く
の
を
嫌
っ
て
、
き
ち

ん
と
し
た
診
察
を
受
け
る
こ
と
を
先
延
ば
し
に
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
す
る
と
早
期
の
治
療
や
対

策
が
で
き
ず
、
症
状
が
進
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
新
し
く
病
院
に
か
か
る
と
い
う
の
は
気

乗
り
し
な
い
も
の
で
す
。

　

も
し
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
と
考
え
る
と

怖
い
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
か

を
考
え
る
と
不
安
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
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同
窓
会
だ
よ
り

　
当
会
は
い
つ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
富
士
高
卒
業
生
の
女
性
の
会
で
す
。

☆
第
６
回
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演　

オ
ペ
ラ
歌
手　

久
保
田
絵
美
（
富
士
高
61
回
生　

東
京
藝
術
大
学
卒
）

　

日
時　

令
和
３
年
10
月
２
日
（
土
）
13
時
30
分
開
演

　

場
所　

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー　

小
ホ
ー
ル

　

会
費　

２
，
０
０
０
円

尚
今
回
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
富
士
高
等
学
校
創
立
百
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

ふ
じ
ざ
く
ら
の
会
員
他
、
富
友
会
会
員
と
そ
の
ご
家
族
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆
新
春
の
つ
ど
い

　

日
時　

令
和
４
年
１
月
22
日
（
土
）
11
時
〜

　

場
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
富
士

　
　
　

連
絡
先　

　
　
　
　

望
月　

聖
子
（
19
回
生
）

　
　
　
　

住
所　

〒
４
１
７
―
０
８
０
１　
　

富
士
市
大
淵
２
２
５
１ 

― 

６

　
　
　
　

電
話　

０
９
０
（
１
４
１
８
）
８
５
６
８

【
富
士
高
Ｏ
Ｇ
ふ
じ
ざ
く
ら
の
会 

令
和
３
年
度
行
事
予
定
の
お
知
ら
せ
】

　

そ
こ
で
診
察
を
受
け
る
こ
と
は
、自
分
ら
し
く
、

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
「
新
し
い
旅
」
の
始
ま

り
と
捉
え
て
み
ま
す
。
認
知
症
だ
と
わ
か
っ
て
か

ら
も
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
る
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
こ
の
旅
の
始
ま
り
は
ひ
と
り
で
踏
み
出

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
が
あ
れ
ば
安
心
で

き
る
家
族
と
一
緒
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

う
す
る
と
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
、
早
期
に
治

療
を
受
け
、
適
切
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ま
た
、
自
分
で
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
で

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。

参
考
文
献

「
私
の
脳
で
起
こ
っ
た
こ
と
」　

樋
口
直
美

「
旅
の
こ
と
ば
」　　

井
庭
崇
・
岡
田
誠　

編
著
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り
ま
せ
ん
。
不
安
が
あ
れ
ば
安
心
で

き
る
家
族
と
一
緒
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

う
す
る
と
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
、
早
期
に
治

療
を
受
け
、
適
切
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ま
た
、
自
分
で
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
で

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。

参
考
文
献

「
私
の
脳
で
起
こ
っ
た
こ
と
」　

樋
口
直
美

「
旅
の
こ
と
ば
」　　

井
庭
崇
・
岡
田
誠　

編
著
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運 動 部

【野球部】

夏季大会 ２回戦敗退

秋季大会　東部大会 １回戦敗退

富士市スポーツ祭 準優勝

【サッカー部】

令和２年度高校総体代替試合

 東部地区大会出場

第99回全国高校サッカー選手権

静岡県大会 ２回戦進出

令和２年度静岡県東部地区

 Ａ２―リーグ　６位

【陸上競技部】

インターハイ　県大会出場

　木又　康太　３年　走高跳

　市川　泰祐　３年　400mH

　五十嵐淳平　３年　槍投

　吉野　慎平　２年　走高跳

　小泉　純也　２年　400mH

風雲起り血は湧きて風雲起り血は湧きて

部活動の記録
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　深澤　康太　２年　1500m

　阿部　俊正　２年　400m

　川口　陽生　１年　走高跳

　高山　裕多　１年　1500m

　田中　美聖　３年　槍投

　遠藤萌々花　２年　1500m

　勝又心々菜　２年　400mH

　城戸　心羽　２年　1500m

　高三　優希　２年　200m

　山崎瑛里奈　１年　100mH

　髙木　帆花　１年　800m

　４×100mR

　　　男子（ 小泉・水島・芦澤・鈴木・市川・

飯山）

　　　女子（ 高三・勝又・諏訪部・松山・山崎・

永田）

　４×400mR

　　　男子（ 阿部・小泉・深澤・市川・芦澤・

鈴木）

　　　女子（ 髙木・勝又・城戸・俵・髙山・

　　　　　　佐野）

新人戦　県大会出場

　小泉　純也　２年　400m・400mH

　深澤　康太　２年　800m・3000mSC

　川口　陽生　１年　走高跳

　高三　優希　２年　200m

　遠藤萌々花　２年　800m・1500m

　勝又心々菜　２年　400mH

　城戸　心羽　２年　800m・1500m

　山崎瑛里奈　１年　100mH

　４×100mR

　　　男子（ 山本・佐々木・吉野・小泉・芦澤・

近藤）

　　　女子（ 朝日・山崎・高三・勝又・遠藤・

髙木）

　４×400mR

　　　女子（ 勝又・高三・城戸・髙木・遠藤・

佐野）

【男子ハンドボール部】

静岡県高校選手権大会出場

新人戦東部予選 ４位

新人戦県大会 出場

【女子ハンドボール部】

全国高等学校ハンドボール選抜大会代替大会

Precious　Handball　2020 出場

県高校選手権大会 ２回戦進出

新人戦東部予選 優勝

静岡県高等学校新人ハンドボール大会

 ２回戦進出
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【女子バスケットボール部】

選手権大会　静岡県大会

　富士　46－50　松崎

静岡県新人大会東部地区予選

　Ｄブロック ３位

【男子バレーボール部】

７月 高校総体東部代替大会

 富士　２－０　裾野

 富士　０－２　御殿場南

９月 秋季東部選手権大会

 富士　２－０　誠恵

 富士　０－２　日大三島

 富士　２－１　伊東商業

 富士　０－２　飛龍

 富士　２－０　知徳

 東部第11位

10月 富士市民大会

 富士　２－０　富士宮西

 富士　０－２　富士宮東

 富士　２－１　富士東

 第３位

11月  全日本バレーボール高等学校選手権大会

静岡県東部地区予選

 富士　０－２　伊東商業

【男子ソフトテニス部】

団体　東部６位 県８位

個人　志岐　後藤　東部８位 県16位

　　　加藤　赤池　東部32位 県出場

　　　中込　羽切　東部32位 県出場

【女子ソフトテニス部】

団体　静岡県高等学校新人体育大会

　　　東部ベスト16 県大会出場

個人　静岡県高等学校新人体育大会

　　　東部ベスト32 齋藤・神尾ペア

 長坂・松永ペア

【男子バスケットボール部】

選手権大会

静岡県予選

 41－76 星陵

静岡県新人大会東部地区予選

 68－49 伊東

 58－42 沼津東

 47－62 裾野

 37－75 伊豆中央
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【女子バレーボール部】

７月 高校総体代替東部予選

 富士　２－１　桐陽

 富士　０－２　沼津商業

９月 秋季東部選手権大会

 富士　０－２　裾野

11月 全日本選手権大会静岡県予選

 富士　０－２　三島北

【剣道部】

新人戦東部大会

　男子団体 ５位　県大会出場

　女子団体 ３位　県大会出場

　女子個人　磯部　七海 ８位

　　　　　　福田　弥生 13位

　男子個人　諏訪部悠人 ８位

昇段

　三段　諏訪部悠斗・小路　智也

　　　　山賀　優心

【卓球部】

静岡県東部高等学校ジュニア選手権大会

　藤田　姫叶

　前川　朋葉

　西浦　香穂

　石井　那果

　池田琳太郎

 県大会出場

静岡県東部高等学校新人体育大会

　女子団体 ２位

　男子団体 10位

 県大会出場

　シングルス

　　藤田　姫叶

　　前川　朋葉

　　大村実乃梨

　　西浦　香穂

 県大会出場

【山岳部】

静岡県竜爪山岳競技大会

　男子個人　１位　加藤　泰平

　男子団体　２位

　女子個人　１位　鈴木　実祐

【水泳部】

静岡県高等学校水泳競技通信大会

　100m背泳ぎ ７位　杉山　智哉

　200m背泳ぎ ４位　杉山　智哉

静岡県東部地区高等学校新人水泳競技大会

　50m自由形 ７位　加藤　大寛
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　100m自由形 ９位　木内　　希

　100m背泳ぎ １位　杉山　智哉

　200m背泳ぎ １位　杉山　智哉

　100m平泳ぎ ８位　加藤　大寛

　男子800mフリーリレー

 ４位　杉山・植松・木内・加藤

　50m自由形 ９位　青島　花音

　100m自由形 ６位　高梨千帆里

　100mバタフライ ７位　望月　幸恵

　200m個人メドレー ３位　髙田　真優

　400m個人メドレー ３位　髙田　真優

　女子400mメドレーリレー

 ８位　高梨・佐野・髙田・設楽

静岡県高等学校新人水泳競技大会

　100m背泳ぎ ３位　杉山　智哉

　200m背泳ぎ ３位　杉山　智哉

【男子バドミントン部】

東部新人戦

　〈男子シングルス〉

　　野村　優輝 ７位

　　佐々木隆哉 16位

　〈２年ダブルス〉

　　野村・佐々木ペア ２位

　　小泉・朝日ペア 11位

　〈１年シングルス〉

　　臼井　貫太 ３位

　〈１年ダブルス〉

　　臼井・浅野目ペア　 13位

　〈男子団体戦〉

 ３位

県新人戦

　〈２年シングルス〉

　　野村　優輝 ３位

　〈２年ダブルス〉

　　野村・佐々木 ４位

　〈１年シングルス〉

　　臼井　貫太 ベスト８

　〈男子団体戦〉

 ベスト８

文 化 部

【吹奏楽部】

第28回吹奏楽祭 優秀賞

第54回静岡県管打楽器アンサンブルコンテスト

東部地区大会高等学校の部

　サクソフォン五重奏 金賞

　打楽器三重奏 金賞

　クラリネット七重奏 銀賞

　フルート三重奏 銀賞

　金管八重奏 銀賞
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特選デザイン

　「融合不可」 １年　伊東璃々子

入選絵画

　「私の人生」 ２年　小林　奈央

　「八つ当たり」 ２年　村嶋　陽彦

　「こわしたもの」 １年　渡邉　亜実

　「川をのぼると」 １年　遠藤花乃子

　「夏、水しぶきと犬」 １年　高杉　美結

　「私とお兄ちゃんの朝」 １年　中島　陶子

地域との交流

　特別養護老人ホームあおばへ絵画を提供

【百人一首部】

第21回全国競技かるた愛知大会

　Ｄ級　三上和花子 優勝

　　　　平井　　伯 準優勝

　　　　佐藤　結衣 ３位

　　　　吉澤　龍平 ３位

　　　　渡邉　真衣 ３位

小倉百人一首競技かるた新春全国大会

　Ｃ級　渡邊　詞美 優勝

静岡県百人一首かるた競技チャレンジ大会

　Ｄ級　宮澤　志帆 優勝

第19回静岡県高校かるた名人戦

　秋月　奏子 準名人位獲得

【音楽部】

第５回静岡県高等学校軽音楽新人大会

　コピー曲部門　奨励賞　Sunny Side ：）

【演劇部】

富士・富士宮地区高校演劇合同発表大会

黒岩　美穂作「二〇二〇」

優秀賞ならびに創作脚本賞

静岡県高校演劇合同発表大会 最優秀賞

【囲碁・将棋部】

令和２年度静岡県高校囲碁選手権大会

　　　　個人戦優勝　鬼塚　寛士

令和２年度静岡県高文祭囲碁部門

　　　　個人戦準優勝　鬼塚　寛士

 （東海大会出場）

令和２年度静岡県高校将棋新人戦東部大会

　　　　個人戦優勝　北　　大生

　　　　　　　３位　横内　佑哉

【美術部】

静岡県高等学校美術・工芸展

特選絵画

　「Reflect」 ２年　遠藤　亜伊
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　二席　　28ＨＲ　小池裕太郎

　特選　　31ＨＲ　竹田　瑠実

　　　　　31ＨＲ　船村　雄輝

　　　　　21ＨＲ　前澤　杏香

　　　　　22ＨＲ　小長谷　咲

　入選　　35ＨＲ　池田　有沙

　　　　　36ＨＲ　蓮子　真史

　　　　　23ＨＲ　馬飼野花歩

　　　　　24ＨＲ　石井陽奈子

　　　　　25ＨＲ　金子　瑞姫

令和２年度静岡県東部高等学校写真連盟

第１回コンクール

　特選　　32ＨＲ　鈴木　結衣

　　　　　21ＨＲ　片岡真理奈

　　　　　24ＨＲ　西田　莉奈

　入選　　35ＨＲ　池田　有沙

　　　　　36ＨＲ　蓮子　真史

　　　　　36ＨＲ　森下　　桃

　　　　　28ＨＲ　小池裕太郎

第38回静岡県高等学校写真コンクール

　優秀賞　27ＨＲ 櫻田　安美

　奨励賞　22ＨＲ 小長谷　咲

　以上２名は全国総文祭出場予定

　入賞　　36ＨＲ 蓮子　真史

　　　　　24ＨＲ 西田　莉奈

　　　　団体部門 優良学校賞

第52回全国競技かるた静岡大会

　Ｄ級　浦川　千歌 準優勝

　　　　柴田　　聡 準優勝

第14回全国高校かるたグランプリ

　 東海地区代表として出場予定であったが、大

会中止。

令和元年度静岡かるたリーグ優秀賞

　城　あいか、太田　絢菜、赤井　姫里

第44回全国高等学校総合文化祭高知大会

　 秋月　奏子、太田　絢菜が県代表として出場

予定であったが、大会中止。

第28回全国高等学校小倉百人一首かるた読手

コンクール

　羽島　真那 ７位

第32回静岡県高等学校かるた新人大会

　富士高校Ａ ４位

第32回静岡県高等学校かるた選手権大会

　富士高校Ａ ３位

　富士高校Ｂ ４位

【写真部】

令和元年度静岡県東部高等学校写真連盟

第３回コンクール

　一席　　36ＨＲ　森下　　桃
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令和２年度静岡県東部高等学校写真連盟

第２回コンクール

　特選　　21ＨＲ　片岡真理奈

　入選　　21ＨＲ　前澤　杏香

　　　　　23ＨＲ　鈴木　知佳

　　　　　24ＨＲ　西田　莉奈

【書道部】

第65回新春書作展

　静岡県高等学校文化連盟書道専門部会長賞

 藤原　桃子

　優秀賞 岩井　理湖

 根上　桃果

第39回全国橘花書道展

　条幅の部

　大賞　橘花展会長賞 藤原　桃子

　　　　静岡市長賞 星野　裕香

　　　　静岡市教育長賞 望月　紗菜

　　　　橘書道会会長賞 勝呂　星空

　準大賞　静岡県書道連盟理事長賞

 髙井　春奈

 多々良紗千

　　　　　静岡県書道教授会会長賞

 田中　夏野

　半紙の部

　大賞　静岡県教育長賞 根上　桃果

　　　　焼津市長賞 橋本　　琴

　準大賞　静岡県書道教授会会長賞

 漆畑　花梨

2020年度静岡県高等学校文化祭書道部門

第66回静岡県高等学校書道展

　個人の部

静岡県高等学校文化連盟書道専門部会長賞

 長田　　萌

（令和３年度全国高文祭出品）

　特選 小長谷菜穂

　地区選抜の部

　特別賞 遠藤　萌未

 上野　百笑

【華道部（池坊職位）】

水越　美咲 中等科中伝取得

小川さや香 中等科中伝取得

田嶋　麻菜 中等科中伝取得

大野　愛未 初等科初伝取得

鈴木　晴菜 初等科初伝取得

深澤　美加 初等科初伝取得

後藤　果乃 初等科初伝取得

時田　笑子 初等科初伝取得

【新聞部】

第24回全国高校新聞年間紙面審査賞

 優良賞
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　富友会会誌の表紙になる富士山の写真をお持ちの方、
御提供下さい（縦長の構図で、初夏のものを希望します）。
来年５月までに富友会校内幹事までお寄せ下さい。

表紙写真を提供していただけませんか？

静岡県高校新聞コンクール

 最優秀賞

第２回東海ブロック高校新聞コンクール

 最優秀賞

 【自然科学部　生物班】

令和２年度生徒理科研究発表会

東部大会

　最優秀賞 県大会出場

【自然科学部　数学班】

数学甲子園 コロナのため中止

科学の甲子園 県内一次予選突破

数学オリンピック 予選出場

【映画研究部】

高校生のための eiga world cup 2019 地域部門

 入選
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　今年の卒業生ほど様々な困難にみまわれた学年はな
かったと思う。共通テストの初年度であり、英語の外
部試験や数国の共通テスト記述部分が取りやめになっ
たこと。そのことだけでも受験生は大きく振り回され
たのに、加えて新型コロナウィルスによる休校で教育
活動がいつ再開されるかの見通しも立たないまま３年
生の新学期を迎えた。そのころのことを思えば、６月
から学校が再開されて３月の直前まで補講が実施さ
れ、卒業式、大学受験を滞りなく行えるなど、いった
い誰が想像できたであろう。
　そういう状況の中にあってもこの学年の生徒たち
は、現実と向き合って真摯に取り組んでくれたと思う。
先行きの見えない中で人はその本性が暴露される。カ
ミュのペストによらずとも過去をみれば、その例に枚
挙のいとまもない。
　学校に登校できない、もどかしい時間の中で生徒た
ちは自宅学習を余儀なくされてまさに主体的な取り組
みをせざるを得なくなった。そうした中で、上手に時
間を使えた生徒もいれば、そうでない生徒もいたであ
ろう。およそ３カ月の休校をへて学校が再開され、生
徒は水を得た魚のように学校生活を謳歌し始めた。学
校というところは、生徒が来てくれて初めて成立する
といった当たり前のことに私たちも気づかされた。と
は言っても学校行事は大幅に制限されたり、中止に
なったりした。そして、富嶽祭の中止は大きなダメー
ジを与えた。
　こんなマイナス面だらけの高校生活であったが、生
徒たちは内面的にも成長し大きく飛躍を遂げた。今年
度の入試についての私の思うところは、

① 共通テスト初年度でありながら結果的にはセンター
試験の得点分布とほぼ同じようになったこと
　模試は共通テストを想定して思考力、判断力、表現
力を問う問題が出題されて多くの３年生が得点の伸び
悩みに苦しんだ。一部の上位者はコンスタントに高得
点をキープしたが、中上位から下には厳しい模試であっ
た。共通テストの問題は、理念を維持しつつ、正規的
な得点のばらつきが出る分布となった。しかし、理科、
地歴、公民では得点調整が行われて最後まで混乱した。

②共通テスト初年度を避けて浪人生が少なかったこと
　新しい制度と旧制度の境目の学年では、志望校の決
定に際しては安全志向の意識がはたらく。昨年度の浪
人生の数は例年に比べると大きく減少した。
③私立大学が例年より合格しやすくなったこと
　ここ数年、私立大学は定員以上の学生を入学させる
ことが難しい状況にあった。多く取りすぎると国から
の補助金がカットされる仕組みが作られたためであ
る。６、７年前の私立の合格状況とここ３、４年のそ
れとでは大きな開きがある。新型コロナの影響もあっ
てこれがだいぶ緩和された。（文科省の通知によると
‶令和３年度の補助金が不交付となる入学定員超過率
の基準については、例外的な取扱を行う”こととなっ
た。）これは受験生のためもあるが、大学の定員確保
のためでもある。
④ 共通テストで思うような点がとれなかった生徒の多く
が最後まであきらめず２次試験で逆転してきたこと
　これは例年のことであるが、１次試験のできが良く
ても悪くても、２次試験に向けて直前補講にしっかり
と取り組んだ生徒の多くは合格を勝ち取っている。今
年度の受験生は休校中に自宅でのひとりの学習の難し
さを、身をもって経験したことと思う。規則正しい生
活を送れるというのもそうだが、同じ問題に取り組み、
解けたり解けなかったりが伝わってくる臨場感が緊張
を生み、そういう中で力をつけていく。今年度の東大
合格者は、お互いの解答を添削しあうなどの工夫をし
たとも聞いている。ひとりではない、たとえ２人であっ
たとしても集団が育む力には大きなものがある。

　たいへんな日々を過ごす中で生徒たちはそれぞれ耐
性を身につけて結果的に受験という試練を乗り越え
た。受験を終えたときには胸をはってもよい成果を残
したといってよい。この経験はしっかりと次への糧と
なることだろう。コロナの時代は、しばらくは続く。
これを克服するころに社会人となる卒業生の活躍を心
から祈念している。

2020年度　第３学年部主任　青木正明

コロナ禍のむこうに

現　　　役 既　卒　者 現・既　計 計
大学種別コード 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度）

国 立 大 学 145 （161） 9 （　12） 154 （173）
196 （217）

公 立 大 学 39 （　41） 3 （　 3） 42 （　44）
私 立 大 学 951 （880） 31 （103） 982 （983） 982 （983）
国 公 立 短 期 大 学 3 （　 0） 0 （　 0） 3 （　 0）

7 （　 4）
私 立 短 期 大 学 4 （　 4） 0 （　 0） 4 （　 4）
文科省所管外大学 5 （　 5） 1 （　 0） 6 （　 5） 6 （　 5）
各種学校・専修学校 2 （　 1） 0 （　 0） 2 （　 1） 2 （　 1）

総　　計 1,149 （1,092） 44 （118） 1,193 （1,210） 1,193 （1,210）

 合格者数一覧 
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入学年度
R3年度 R2年度 31年度

大学別 現 既 現 既 現 既

成 城 9 7 3 5
清 泉 女 子 1
専 修 23 14 1 7
創 価 7
大 正 4 5
大 東 文 化 5 9 1 9
玉 川 1 1 4
多 摩 美 術 1 1
中 央 29 35 5 15 1
津 田 塾 3 6 1 8
帝 京 3 4 1 4
東 海 31 19 1 7
東 京 家 政 1 1
東 京 経 済 2 2 1
東 京 工 科 9 11 5
東 京 歯 科 1
東 京 慈 恵 医 1 1
東 京 女 子 10 2 17 1
東 京 女 子 医 1 1
東 京 造 形 1
東 京 電 機 9 8 2 4
東 京 農 業 16 28 15
東 京 薬 科 6 3 1 2
東 京 都 市 10 5 2 12 1
東 京 理 科 23 5 15 9 9 1
東 邦 10 3 2 1
東 洋 28 24 47 1
二 松 学 舎 1
日 本 16 1 36 5 13
日 本 歯 科 2
日本社会事業 1
日 本 女 子 10 10 14 2
日 本 体 育 2
日 赤 看 護 1
法 政 26 30 6 18 1
星 薬 2 1
武 蔵 2 1
武 蔵 野 音 1
武 蔵 野 9 1 11 1 5
武 蔵 野 美 術 4 1
明 治 27 31 5 18 3
明 治 学 院 10 3 2 6
明 星 1 1 2
明 治 薬 科 2 1 1
立 教 11 18 3 8
立 正 2 2
早 稲 田 12 4 7 4 7 2
学 習 院 女 子 1 1
東 京 未 来 1
麻 布 3 1
神 奈 川 17 36 1 12
神 奈 川 工 科 7 9 3 1
鎌 倉 女 子 2 6 5
関 東 学 院 6 11 4 5
相 模 女 子 1 4
湘 南 工 科 3

入学年度
R3年度 R2年度 31年度

大学別 現 既 現 既 現 既

昭 和 音 1
東 京 工 芸 3
フェリス女子 1 2 2
横 浜 商 科 1
横 浜 薬 科 2 2 5
横 浜 美 1
金 沢 工 業 3 9 4 1
北 陸 1
帝 京 科 学 1 1
岐阜聖徳学園 4 2
岐 阜 女 子 1
岐阜医療科学 4 2
静 岡 産 業 2 1
静 岡 理 工 科 6 3
聖隷クリスト 7 1
常 葉 152 1 104 1 112
静岡英和学院 4 2
浜 松 学 院 2
静 岡 福 祉 2 2
愛 知 2 3
愛 知 学 院 2 1
愛 知 工 業 1 1
愛 知 淑 徳 2
愛 知 み ず ほ 1
金 城 学 院 1 3 2
大 同 1 1
中 京 15 5 7
中 部 3 6 2
東 海 学 園 2
豊 田 工 業 1 2 1
名 古 屋 外 語 1 20 3
名 古 屋 学 院 1
名 古 屋 経 済 1
名 古 屋 女 子 1 1 3
南 山 1 2 4
日 本 福 祉 1 2
藤 田 医 6 1
名 城 11 16 10
豊 橋 創 造 1
愛 知 工 科 1
人 間 環 境 1 1
愛 知 東 邦 1
皇 学 館 1
鈴鹿医療科学 4
名 古 屋 学 芸 4 3
長 浜 バ イ オ 1
京 都 外 語 2 5 1
京都先端科学 1
京 都 産 業 1 5 6 1
京 都 女 子 5 3 7
京 都 薬 科 1
同 志 社 15 2 5 4 9 2
同 志 社 女 子 1 3
立 命 館 20 2 28 7 45 4
龍 谷 6 4 9
大 阪 芸 術 1

入学年度
R3年度 R2年度 31年度

大学別 現 既 現 既 現 既

大 阪 工 業 1 1
関 西 7 5 2 1
関 西 外 国 語 3 2
近 畿 15 24 2 14 1
摂 南 1
桃 山 学 院 1
関 西 学 院 10 3 1 2 1
甲 南 1
神 戸 常 盤 1
安 田 女 子 1
神 戸 学 院 1
神戸芸術工科 2
神 戸 女 子 2 4
神戸松蔭女子 1
武 庫 川 女 子 2
奈 良 3 1
岡 山 理 科 2
就 実 2
広 島 工 2
四 国 学 院 2
立命館アジア太平洋 1
〈私立大学合計〉951 31 880 103 763 38

【短大・準大・専修】
防 衛 大 学 校 1 1 4
防衛医科大学校 1 1
航空保安大学校 1
国立看護大学校 1 1
職業能開大学校 2 2
川崎市立看護短 1 1
岐阜市立女短 1
静岡県大短大部 1 1
三 重 短 1 2
東 京 歯 大 短 1
目白大短大部 1
神奈川歯大短大 1
鶴見大短大部 1
山 梨 学 院 短 1
常葉大短大部 2
浜松学院大短大 1
東京動物専門学校 1
東京デザイナー学院 1
沼津情報ビジネス専門 1
富士市立看護専門学校 1
京都芸術デザイン専門学校 1
Ｎ I C 1
〈短大等合計〉 14 1 10 0 12 0

現・既別
現・既別

現・既別
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大学別合格者数（延数）
入学年度

R3年度 R2年度 31年度

大学別 現 既 現 既 現 既

【国　立　大　学】
旭 川 医 科 1 1
帯 広 畜 産 1
北 見 工 1
北 海 道 3 1 5 1 5
北 海 道 教 育 2
岩 手 1
東 北 7 2 6 8
宮 城 教 育 1
秋 田 1
山 形 1 1
茨 城 1 3
筑 波 6 1 4 4
宇 都 宮 2
群 馬 2 1
埼 玉 2 2
千 葉 10 5 9 1
東 京 海 洋 1 1
お茶の水女子 1 5
電 気 通 信 4 2 4
東 京 3 1 1 1 1
東 京 医 歯 1
東 京 外 語 3 1 1
東 京 学 芸 1 5 1
東 京 藝 術 1
東 京 工 業 2 1 1 1 1
東 京 農 工 1 6 1 2
一 橋 1 1
横 浜 国 立 3 4 4 4
上 越 教 育 1 1
新 潟 3
富 山 3 2 1
金 沢 4 4
福 井 3 1
山 梨 10 8 9
信 州 7 5 6
静 岡 45 2 37 30
浜 松 医 科 3 6 1 2
愛 知 教 育 1 1
豊橋技術科学 1
名 古 屋 4 11 1 7
名 古 屋 工 業 1 1
滋 賀 1 1 1
三 重 2 1
京 都 3 1 4 1 1 2
京 都 教 育 1 1
京都工芸繊維 2
大 阪 4 3 1 1
大 阪 教 育 1
神 戸 2 3 2 1
兵 庫 教 育 1

入学年度
R3年度 R2年度 31年度

大学別 現 既 現 既 現 既

奈 良 女 子 1 1
鳥 取 2
島 根 1
広 島 1 4 1 2
山 口 1 1
徳 島 1 1
愛 媛 1
高 知 1 1
九 州 2 1 1
大 分 1
宮 崎 1
鹿 児 島 1
琉 球 1
〈国立大学合計〉145 9 161 12 128 10

【公　立　大　学】
札 幌 医 科 1
秋 田 県 立 1
会 津 1 1
福 島 県 立 医 1
茨城県立医療 1
群馬県立女子 3
髙 崎 経 2 1 1
前 橋 工 科 1 1
埼 玉 県 立 1 1 1
千葉保健医療 1
東 京 都 立 4 3 1 3
神 奈 川 保 福 1
横 浜 市 立 5 1 7
富 山 県 立 1
石 川 県 立 2 1
公 立 小 松 1
福 井 県 立 2
山 梨 県 立 2 3 1
長 野 県 立 1 1
諏訪東京理科 1
静 岡 文 化 芸 2 2 4
静 岡 県 立 13 1 19 11
愛 知 県 立 1
名 古 屋 市 立 1 1
京 都 府 立 1
大 阪 府 立 2 2
兵 庫 県 立 1
神 戸 市 外 語 1
和歌山県立医 1
岡 山 県 立 1 1
県 立 広 島 1 1
尾 道 市 立 1
山口東京理科 1
〈公立大学合計〉 39 3 41 4 42 0

入学年度
R3年度 R2年度 31年度

大学別 現 既 現 既 現 既

【私　立　大　学】
酪 農 学 園 1 1
東 北 医 薬 1 1
東 北 福 祉 2
つ く ば 国 際 3
足 利 1
国際医療福祉 4 1 1 1 1
自 治 医 大 1 1
跡見学園女子 2
群 馬 パ ー ス 1
埼 玉 工 業 1 1
白 鴎 1
城 西 1 2
獨 協 6 3 4
日 本 工 1
文 教 8 5 7 6
東 都 1
神 田 外 語 6 1 3
明 海 1
平 成 国 際 1
千 葉 工 業 14 7 29 1
千 葉 科 学 1
中 央 学 院 1 1
帝 京 平 成 1 1
東 京 情 報 1
青 山 学 院 12 12 6
亜 細 亜 1 1
桜 美 林 3 5 3
大 妻 女 子 4 2
学 習 院 7 1 1 2
北 里 10 12 2 8
共 立 女 子 3 2 4
杏 林 5 1 3 1 3
国 立 音 1
慶 應 4 1 5 5 4
恵 泉 女 学 園 1 1
工 学 院 11 8 6
国 学 院 4 5 4
国 士 舘 2 2
駒 澤 15 18 7 1
駒 沢 女 子 1 6 3
実 践 女 子 2 1 2
芝 浦 工 業 43 25 3 33 4
順 天 堂 22 15 1 12
上 智 4 2 2 1
昭 和 2 3 1 1
昭 和 女 子 3 2 2 3
昭 和 薬 1
女 子 美 術 4
白 百 合 女 子 1
成 蹊 9 3 1 9 1

現・既別
現・既別

現・既別
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最近３年間の卒業生の合格状況
１．合格状況の分析
⑴　国公立大学
　国公立大学一般選抜の総志願者数は425,415人と前
年から約１万４千人減少した。募集人員に対する志願
倍率は前年の4.4倍から0.1ポイントダウンの4.3倍と
なった。国公立大入試の中心となる前期日程志願者数
は前年比97%となり、２年連続で志願者数が減少となっ
たが、18歳人口の減少によるものだけでなく、前年度
の弱気な出願によって既卒受験生の減少したことと、
共通テストの志願者数が減少したことに加え、一斉休
校に伴う学習の遅れや共通テストがセンター試験より
も難化するという予想やコロナ禍による無理な受験を
回避する受験生の増加、コロナ禍の中での長距離移動
を敬遠し、都市部在住の受験者の地方国公立大への出
願数減少が原因とみられる。
　2021年度入試における本校の国公立大学現役合格者
は184人（推薦AO含む）であった。先に述べた不安から、
例年以上に志望動向の読みづらい入試であった。本校
においても保護者の希望も含めた地元志向の傾向がみ
られた。コロナ禍により、例年通りの直前補講が実施
できる教科ばかりではなかったが、個別指導等でしっ
かりと２次力を伸ばし、多くの者が合格を得ることが
できた。また、後期試験で旧帝大の北海道大学や千葉
大学法政経に合格するなど、最後まで頑張り続け良い
結果を残すことができた生徒も多い。

難関国公立大学の結果　（　）内は昨年度人数
東京３名（１）　京都３名（４）　医学部医学科４名（６）
東京工業２名（１）　大阪４名（３）　東北７名（６）
名古屋４名（11）　北海道３名（５）　九州２名（１）

⑵　私立大学
　入学定員の厳格化により、私大が合格者定員を減らす
状況が続いているが、18歳人口だけでなく既卒生志願
者の減少、入試時期から感染拡大が始まったコロナ禍へ
の不安などさまざまな状況の中、一回で合格を得るのは
依然厳しい状況だったが、その分補欠繰り上がり合格が
多くあり、３月末に繰り上がったり、後期入試での合格
も多くみられた。また、例年より、共通テスト利用受験
での合格を多く得ることができた。これは全国的に共通
テスト志願者が減少したことも要因であると思われる
が、本校が最後まで５教科７科目を学び続けた結果も影
響していると感じた。

難関私立大学の結果　（　）内は昨年度人数
早稲田12名（７）　慶應義塾４名（５）
東京理科23名（15）　立教11名（18）　明治27名（31）
上智４名（２）　同志社15名（５）　立命館20名（28）

２．校種別合格者延数

入試年度

国　立　大 公　立　大 私　立　大 短大・準大・各種 合　　　計
現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者

令和３年度 145 9 39 3 951 29 14 1 1,149 42
令和２年度 161 12 41 3 880 103 10 0 1,092 118
平成31年度 128 10 42 0 763 38 14 0 947 48

校種
現・既別

校種

農　水　産 家　　　政 そ　の　他 合　　　計
R3 R2 H31 R3 R2 H31 R3 R2 H31 R3 R2 H31

国　　立 8 14 5 0 4 0 10 0 0 145 128 139
公　　立 2 1 1 0 4 1 2 1 1 39 42 36
私　　立 20 87 31 20 15 33 59 10 10 951 763 604
国公私立短 0 0 0 1 0 3 0 0 0 7 5 1
準大・各種 0 0 0 0 4 0 0 1 5 5 9 8
合　　計 30 102 37 21 27 37 71 12 16 1,147 947 788

系統
入試年度

３．校種別・系統別による現役合格者延数

校種

人　　　文 法・経・商・社会 理　　　工 医歯薬医療 教　　　育
R3 R2 H31 R3 R2 H31 R3 R2 H31 R3 R2 H31 R3 R2 H31

国　　立 12 19 24 13 22 14 71 61 56 13 20 10 18 21 19
公　　立 4 7 17 10 11 7 8 4 3 13 13 12 0 0 0
私　　立 164 196 228 193 180 149 307 222 194 131 110 76 57 60 42
国公私立短 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 2 0 0 0
準大・各種 1 0 0 0 1 0 2 3 2 2 1 2 0 0 0
合　　計 181 222 269 216 214 170 388 290 255 165 144 102 75 81 61

系統
入試年度
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静岡県立富士高等学校・旧制富士中学校卒業生

人材の情報提供のお願い
　本校の卒業生も30,000余名を数え、多くの方々が各界で活躍されています。本校同窓の方々による

母校のためへの有形無形の御協力に対して、心より感謝申し上げます。在校生にとっては、諸先輩方

の活躍ぶりを見聞きすることで、母校愛を深めるとともに進路選択にも大きな目標となっています。

　現在本校では、卒業生やPTAの方々を講師に迎え、「進路講話」を実施しています。また、大学訪

問や進学相談等でも諸先輩方の話を伺うこともあります。これらの機会は生徒にとってたいへん貴重

なことで、進路決定にたいへん役立っています。そこで、今後も進路指導や教科指導さらにPTA活動

などで御協力いただきたく、各界で御活躍されている本校卒業生の方々のデータベース化を進めたい

と思います。つきましては、下表のような形式でファックス・郵送などにて情報を寄せていただけれ

ば幸いです。

　また、お寄せいただいたデータにつきましては、①富士高生に対する講話等の依頼以外には利用い

たしません。②講演等を依頼する場合には、学校が責任を持って改めて御本人に了解を取ります。

（富士高校進路課）

　　　　項　目　　　　　　　　内　　　　　　容

　　　　　１　　　　大学・諸機関で教育・研究職にいる方

　　　　　２　　　　上場企業等の経営者など

　　　　　３　　　　文化活動・執筆・芸能界・スポーツ等で活躍の方

　　　　　４　　　　国・地方自治体で活躍の方

　　　　　５　　　　その他

　　注意事項：本校卒業と公表されてもよい方を御紹介ください。

　　　　　　　自薦他薦を問いません。

　　　　　　　情報を提供してくださる方の連絡先もお知らせください。

郵送の場合　〒416-0903　富士市松本17　富士高校　進路課（奥村）宛

FAXの場合　0545-64-7349　富士高校　進路課（奥村）宛

該当者氏名 本校卒業年次 活　動　内　容 連絡先など
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毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
富
友
会
・
ク
ラ
ブ
後

援
会
賛
助
金
は
、
昨
年
度
一
、〇
九
一
件
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

賛
助
金
は
お
気
持
ち
で
す
の
で
、
お
い
く
ら
で
も

（
一
口
に
満
た
な
い
一
、〇
〇
〇
円
、
二
、〇
〇
〇
円
で

も
）構
い
ま
せ
ん
。な
お
、金
額
を
変
更
す
る
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
郵
便
局
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
富
友
会
の
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
下
さ
い

　

振
り
込
め
詐
欺
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
数
年
報

告
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
相
変
わ
ら
ず
県
内
の

高
校
で
名
簿
を
悪
用
し
た
と
思
わ
れ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。「
携
帯
電
話
が
壊
れ
た
」
な
ど
と
い
う

電
話
は
詐
欺
と
思
い
、
警
察
に
通
報
し
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

富
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

富
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
富
士
高

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
富
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。是
非
ご
覧
下
さ
い
。各
支
部
・

各
年
次
の
活
動
等
の
紹
介
・
情
報
発
信
、
同
窓
会
開

催
時
の
掲
載
も
で
き
ま
す
。
積
極
的
に
ご
活
用
下
さ

い
。
ま
た
、
一
口
五
、〇
〇
〇
円
で
、
バ
ナ
ー
広
告

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度　

富
友
会
会
務
報
告

令
和
２
年

 

４
月
７
日（
火
） 

第
１
回
本
部
役
員
会

 
 

富
士
高
校
小
会
議
室

 
 

コ
ロ
ナ
対
策
、校
内
幹
事
、総
会
の
件

 

４
月
21
日（
火
）  

本
部
役
員
会

 
 

富
士
高
校
小
会
議
室

 
 

幹
事
会
、
総
会
の
件

 
 

会
務
・
会
計
報
告
、会
誌
原
稿
依
頼

を
郵
送
に
て

 

５
月
20
日（
水
） 

三
者
会
議

 
 

富
士
高
校
小
会
議
室

 
 

６
月
役
員
会
、
常
任
理
事
会

 

５
月
27
日（
水
） 

三
者
会
議

 
 

富
士
高
校
小
会
議
室

 
 

本
部
役
員
会
の
次
第

 
 

1
0
0
周
年
委
員
会
の
件

 

６
月
４
日（
木
） 

第
２
回
本
部
役
員
会

 
 

富
士
高
校
視
聴
覚
室

 
 

８
月
22
日
の
総
会
に
つ
い
て
、役
員
改

選
、
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
件

 

７
月
27
日（
月
） 

1
0
0
周
年
記
念
事
業

 
 

第
１
回
実
行
委
員
会

 
 

富
士
高
校
視
聴
覚
教
室

　

事
務
局
よ
り

　

事
務
局
よ
り
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実
行
委
員
会
の
体
制
、今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
各
事
業
に
つ
い
て

 

８
月
22
日（
土
） 

富
友
会
総
会

 
 

ラ
・
ホ
ー
ル
富
士
研
修
室

 
 

会
務
・
会
計
報
告
、
事
業
計
画
等

 
 

担
当
：
高
校
31
回

 

10
月
26
日（
月
） 

1
0
0
周
年
第
1
回
専
門
部
会
長
会

 
 

富
士
高
校
小
会
議
室

 
 

校
長
か
ら
在
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
提
案

 

11
月
19
日（
木
） 

1
0
0
周
年
記
念
事
業

 
 

第
1
回
実
行
委
員
全
体
会

 
 

全
体
会　

専
門
部
会　

令
和
３
年

 

２
月
５
日（
金
） 

1
0
0
周
年
記
念
事
業

 
 

合
同
部
会

 
 

（
式
典
部
会
・
広
報
部
会
等
）

 
 

静
岡
新
聞
・
S
B
S
の
プ
レ
ゼ
ン
等

 

２
月
26
日（
金
） 

富
友
会
入
会
式

 
 

富
士
高
校
体
育
館

 
 

入
会
の
言
葉
：

 
 

　

学
年
幹
事
長　
　

桑
田　

大
輔

 
 

記
念
品
贈
呈

 
 

　

学
年
副
幹
事
長　

小
長
井　

凪
紗

 
 

舩
村
会
長
他
役
員
10
人
出
席

 
 

富
友
会
奨
学
金
授
与
式

 
 

富
士
高
校
小
会
議
室

 
 

奨
学
生
：
全
日
制
６
人
、　

定
時
制

４
人　

舩
村
会
長
出
席

 

２
月
26
日（
金
） 

1
0
0
周
年
記
念
事
業
役
員
会

 
 

富
士
高
校
応
接
室

 
 

1
0
0
周
年
事
業
の
取
組
み
経
過
と

今
後
の
協
力
依
頼

事
務
局
だ
よ
り

〇 

卒
業
年
次
毎
の
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
を
印
刷
し
ま
す
。

同
窓
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
下
さ
い
。
料
金
は

一
、五
〇
〇
円
で
す
。
ま
た
、八
十
周
年
記
念
の「
校

歌
・
応
援
歌
」
の
C
D
を
五
〇
〇
円
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
は
サ
ラ
ト
に
、
C
D
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

〇 

校
内
幹
事
の
異
動
に
つ
い
て

　

こ
の
春
の
校
内
幹
事
の
異
動
は
次
の
通
り
で
す
。

転
出

　

国
語　

伊
藤　

香
彦　
　

富
士
宮
北
高
等
学
校

転
入

　

数
学　

市
川　

和
久　
　

富
士
東
高
等
学
校

　

校
内
幹
事
は
、
現
在
20
名
で
す
。
校
内
事
務
の

取
り
ま
と
め
は
前
林
千
裕
（
33
回
）
が
行
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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実
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か
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校
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と
の
コ
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記
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令
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２
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1
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周
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記
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合
同
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会

 
 

（
式
典
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会
・
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等
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岡
新
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・
S
B
S
の
プ
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等

 

２
月
26
日（
金
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富
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会
入
会
式

 
 

富
士
高
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体
育
館

 
 

入
会
の
言
葉
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学
年
幹
事
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桑
田　

大
輔

 
 

記
念
品
贈
呈

 
 

　

学
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副
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小
長
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凪
紗

 
 

舩
村
会
長
他
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員
10
人
出
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富
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会
奨
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式
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士
高
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小
会
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室

 
 

奨
学
生
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全
日
制
６
人
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定
時
制

４
人　

舩
村
会
長
出
席

 
２
月
26
日（
金
） 

1
0
0
周
年
記
念
事
業
役
員
会

 
 

富
士
高
校
応
接
室

 
 

1
0
0
周
年
事
業
の
取
組
み
経
過
と

今
後
の
協
力
依
頼

事
務
局
だ
よ
り

〇 

卒
業
年
次
毎
の
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
を
印
刷
し
ま
す
。

同
窓
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
下
さ
い
。
料
金
は

一
、五
〇
〇
円
で
す
。
ま
た
、八
十
周
年
記
念
の「
校

歌
・
応
援
歌
」
の
C
D
を
五
〇
〇
円
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
は
サ
ラ
ト
に
、
C
D
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

〇 

校
内
幹
事
の
異
動
に
つ
い
て

　

こ
の
春
の
校
内
幹
事
の
異
動
は
次
の
通
り
で
す
。

転
出

　

国
語　

伊
藤　

香
彦　
　

富
士
宮
北
高
等
学
校

転
入

　

数
学　

市
川　

和
久　
　

富
士
東
高
等
学
校

　

校
内
幹
事
は
、
現
在
20
名
で
す
。
校
内
事
務
の

取
り
ま
と
め
は
前
林
千
裕
（
33
回
）
が
行
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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科　　目 金　　額 備　　考
Ⅰ　事業活動収支の部
１　事業活動収入 ①入会金収入 1,628,500 全日制¥5,000×320名　定時制¥1,500×19名

②賛助金収入 0 （会報発行協力金）ー（クラブ後援会賛助金）
③名簿売上収入 877,000
④バナー広告料 56,000
⑤各種代金収入 1,500 CD代×3枚
⑥雑収入 71 定期・普通預金利息、3年生学年会計残金、寄付

　事業活動収入計 2,563,071
２　事業活動支出 ①富友会奨学金支出 420,000 全日制¥50,000×６名　定時制¥30,000×４名

②部活動奨励金支出 0
③記念品代支出 261,760 卒業証書ファイル
④総会助成金支出 0
⑤会議費支出 50,987 幹事学年運営補助金¥50,000＋お茶代¥987
⑥通信費支出 11,798 切手・郵送代
⑦会誌印刷代支出 1,068,226 ㈱サラト¥1,067,346+振込手数料¥880
⑧会誌発行作業経費 0
⑨慶弔費支出 87,500
⑩広告宣伝費 264,000  H.P.管理費
⑪教員餞別支出 98,000 ¥10,000×1名＋¥5,000×17名＋¥3,000×1名
⑫寄付金 0
⑬雑費支出 8,787 卒業アルバム、事務用品、残高証明等
⑭100周年雑費 145,871 郵送料等

　事業活動支出計 2,416,929
事業活動収支差額 146,142
Ⅱ　投資活動収支の部
１　投資活動収入 0
２　投資活動支出 0
投資活動収支差額 0
Ⅲ　財務活動収支の部
１　財務活動収入 0
２　財務活動支出 0
財務活動収支差額 0
当期収支差額 146,142
前期繰越収支差額 5,742,224
次期繰越収支差額 5,888,366

令和２年度　富友会　収支会計報告
一、収支計算書（令和２年４月１日～令和３年３月31日） （単位　円）

収支計算書に対する注記
１　資金の範囲　　 資金には、普通預金の他に未収入金を含めております。なお前期末及び当期末残高は、下記２に記載

するとおりであります。

２　次期繰越収支差額の内訳 （単位　円）

科　　目 前期末残高 当期末残高
普通預金 5,742,224 5,888,366
未収入金 0 0
合計 5,742,224 5,888,366
次期繰越収支差額 5,742,224 5,888,366

令和２年度　富友会寄付年次別一覧　（令和３年４月15日現在、単位：千円）

総件数　1,105件　　　合計　2,602,739円

年次（中学） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18⑤ 18
④ 19 20 21

寄　付 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 9 0 0 8 2 6 4 6 8

年次（高校） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

寄　付 10 33 60 43 52 49 55 52 63 72 89 70 54 65 65 60 88 32 73 68 75 48 48 64 26

年次（高校） 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

寄　付 44 45 40 58 41 66.5 32 30 30 25 18 33 20 20 33 35 20 10 24 39 11 8 8 10 4

年次（高校） 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 定 個 合計

寄　付 12 16 40.739 8 14 6 12 6 20 6 6 8 12 8 10 12 18 12 26 12 23 40 77 5.5 2,602,739
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二、正味財産増減計算書（令和２年４月１日～令和３年３月31日）　 （単位　円）
当 年 度 前 年 度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１　経常増減の部
　（１）経常収益 ①入会金 1,628,500 1,663,500 ▲35,000

②賛助金 2,400,000 2,189,308 210,692
③名簿売上収益 877,000 0 877,000
④バナー広告料 56,000 115,000 ▲59,000
⑤各種代金収入 1,500 500 1,000
⑥雑収入 71 740,194 ▲740,123

　経常収益計 2,563,044 4,708,502 ▲2,145,458
　（２）経常費用 ①富友会奨学金 420,000 420,000 0

②部活動奨励金 0 500,000 ▲500,000
③記念品代 261,760 244,300 17,460
④総会助成金 0 14,068 ▲14,068
⑤会議費 50,987 167,296 ▲116,309
⑥通信費 11,798 25,895 ▲14,097
⑦会誌印刷代 1,068,226 897,027 171,199
⑧会誌発行作業経費 2,400,000 2,189,308 210,692
⑨慶弔費 87,500 66,900 20,600
⑩広告宣伝費 264,000 266,200 ▲2,200
⑪教員餞別 98,000 45,000 53,000
⑫寄付金 0 0 0
⑬雑費 8,787 17,737 ▲8,950
⑭100周年雑費 145,871 0 145,871

　経常費用計 2,416,929 4,853,731 ▲2,436,802
当期経常増減額 146,115 ▲145,229 291,344
２　経常外増減の部
　（１）経常外収益 0 0 0
　（２）経常外費用 0 0 0
当期一般正味財産増減額 146,115 ▲145,229 291,344
一般正味財産期首残高 14,519,421 14,664,650 ▲145,229
一般正味財産期末残高 14,665,536 14,519,421 146,115
Ⅱ　指定正味財産 該当ありません
Ⅲ　正味財産期末残高 14,665,536 14,519,421 146,115

四、令和２年度財産目録　　令和３年３月31日現在 （単位　円）
項　　目 金　　額

① 普通預金

静岡銀行　　　　　富士支店　no.0270280 110,721
スルガ銀行　　　　富士支店　no.255-038 28,964
清水銀行　　　　　富士支店　no.2340097 211,112
しずおか焼津信用金庫　吉原支店　no.0604563 2,484,408
しずおか焼津信用金庫　吉原支店　no.0659429　（100周年記念準備通帳） 3,053,161

合　計 5,888,366
② 未収入金 ㈱サラトより未収入金 0

③ 定期預金（基金）

静岡銀行　　　　　富士支店　no.0089320 8,777,197
スルガ銀行　　　　富士支店　no.9728795　　　解約 0
清水銀行　　　　　富士支店　no.2340097002　解約 0

合　計 8,777,197
①＋②＋③　総　合　計 14,665,563

上記の通り報告いたします 令和３年４月１日　　会計幹事　　　近藤　健　

三、令和２年度貸借対照表　令和３年３月31日現在 （単位　円）
資産の部 金　　額 正味財産の部 金　　額

（流動資産）・普通預金 2,835,205 １　指定正味財産 0 
　　　　　・未収入金 0 ２　一般正味財産 14,665,563
　　　　　・普通預金
　　　　　　（100周年記念） 3,053,161 　 　

　　　　　・定期預金 8,777,197
資産の部合計 14,665,563 正味財産の部合計 14,665,563

　監　査　報　告　書　
　　会　計　監　事

１　 私は、静岡県立富士高等学校「富友会」の令和２年４
月１日から令和３年３月31日に至る会計年度の決算
報告について、次の事項を監査した。

　　（イ）すべての財源及び使途
　　（ロ）年度末の経理状況が適正に表示されているか
２　 この監査にあたって、私は、通常実施すべき監査手

続きを実施した。

３　 監査の結果、静岡県立富士高等学校「富友会」の会
計処理は適正で、富友会会則に従って処理されてお
り、また、令和２年４月１日から令和３年３月31日
に至る会計年度の決算報告書は「すべての財源及び
使途」及び「年度末の経理の状況」を適正に表示し
ているものと認める。

 以上のとおり報告いたします。

令和３年４月26日
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編
集
後
記青木　

俊
太
郎
（
高
56
回
）

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
会

誌
の
発
刊
に
あ
た
り
富
友
会
会
長
を
は
じ
め

学
年
幹
事
の
方
々
や
校
友
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
５
日
に
３
年
生
の
総
合
探
究
の
時
間

に
お
い
て
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
る
人
々
を
10

数
名
お
招
き
し
、
20
年
後
の
世
界
を
展
望
す

る
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
の

卒
業
生
に
も
多
数
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
講
演
で
は
各
界
に
精
通
し
て
い

な
け
れ
ば
知
り
え
な
い
様
々
な
社
会
の
現
状

や
将
来
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
、
在
校
生

た
ち
は
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
20
年

後
に
新
時
代
を
創
り
出
す
最
前
線
に
立
つ
在

校
生
た
ち
の
た
め
に
も
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
各
界
で
活
躍
さ
れ
る
卒
業
生
の
皆
様

に
は
在
校
生
の
た
め
に
今
後
も
ご
協
力
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
混
迷
す
る

社
会
に
お
い
て
、
各
分
野
の
最
前
線
で
戦
う

校
友
の
皆
様
方
に
感
謝
と
ご
活
躍
を
、
す
べ

て
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

「静岡県立富士高等学校 　からのお願い ク ラ ブ 後 援 会」
　富友会会員の皆様方におかれましては、ますます御健勝のことと存じます。日頃
から母校クラブ後援会に対し御支援、御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　本校クラブ後援会は、施設設備の拡充、外部講師の費用、部活動の団体登録費、
教職員の大会引率旅費等の財源として大切に使わせていただいております。また、
東海大会以上の生徒旅費もこのクラブ後援会から支出しており、令和３年度は、
山岳部（男）、百人一首部、新聞部、写真部、書道部、また定時制では柔道部、陸
上競技部が全国大会に出場しました。在校生諸君も先輩方の御厚意に感謝しつつ、
期待に応えられるよう日々努力を続けております。
　母校のさらなる発展のため、今後とも御支援、御協力を賜りますようお願い申
し上げます。

令和３年９月吉日
富士高等学校クラブ後援会　会長　野澤　洋（高14回）

総件数　1,091件　　　合計　1,091,000円

令和２年度　クラブ後援会賛助会費　（件数）
年次（中学） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18⑤ 18

④ 19 20 21
寄　付 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 4 1 3 2 3 4 
年次（高校） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
寄　付 5 13 22 18 25 21 26 25 26 36 30 34 20 29 24 21 35 15 33 26 32 22 23 31 13 
年次（高校）26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50
寄　付 22 18 20 22 19 18 16 15 15 9 9 12 10 10 8 14 10 5 12 5 2 4 4 5 2 
年次（高校）51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 定 個 合計
寄　付 6 8 4 4 7 3 6 3 10 3 3 4 6 4 5 6 9 5 12 6 10 20 35 1 1,091
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